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平成 23年３月 11日に発生した東日本大震災から 10年の節目を迎えました。こ

の間、世界中の方々から温かいご支援と全国の自治体から多くの派遣職員のご協力

をいただきましたことに、心から感謝申し上げます。

東日本大震災からの復旧・復興の取組を市民一丸となって推し進めてまいりまし

たが、残念ながら震災から 10年間で全ての復興事業を終えることはできませんで

した。

また、被災した方々の心のケアや震災後新たに整備した復興公営住宅のコミュニ

ティの形成など復興完遂に向け引き続き取り組んでいく必要があります。

これらの課題解決に向け、被災者一人ひとりが心の復興を果たし、復興宣言がで

きるよう取り組むとともに、市民一人ひとりが夢と希望を持って生き生きと暮らせ

る持続可能なまちであり続けるために、市民協働でのまちづくりに取り組むことが

できるよう第六次釜石市総合計画を策定するものです。

第六次釜石市総合計画では、目指すべき将来像を「一人ひとりが学びあい　世界

とつながり未来を創るまちかまいし～多様性を認めあいながらトライし続ける不屈

のまち～」と掲げております。

令和２年１月以降、新型コロナウイルス感染拡大は、世界に経済的社会的影響を

与えており、当たり前になっていたこれまでの生活スタイルの変更を余儀なくされ

ています。こうした社会情勢の変化や多様化・複雑化する課題に対応していくため、

多様な価値観を認め合いながら、様々なことに挑戦し、幾多の困難からその都度復

興を成し遂げてきた「撓まず屈せず」の姿勢をしっかりと受け継いでいきたいと思

います。そして、国際社会全体で実現を目指す、持続可能な開発目標「SDGs」の

理念を組み込みつつ、時代の変化にしなやかに対応し、希望が連鎖し、活力にあふ

れる未来を全市民参加で創り続けてまいる所存でございますので、計画の推進に向

け、一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災により、当市は甚大な被害を受け、多
くの尊い命と財産を失いました。そこから、一日も早い復旧、復興を実現し、未来に
誇れるまちを次代を担う世代に継承できるよう、釡石市復興まちづくり基本計画に基
づきまちづくりを進めてきましたが、令和２年度をもって 10 年間の計画期間を終了し
ます。
被災された方をはじめ、地権者の皆さん、全国から応援いただいた派遣職員の皆さん、
復興工事に携わる施工業者の皆さんなど、多くの関係者のご協力をいただき復旧・復
興を進めてきた結果、大型商業施設の誘致、橋野鉄鉱山＊の世界遺産登録、岩手大学釡
石キャンパスの開設、釡石港へのガントリークレーン＊の設置、うのすまい・トモスや
魚河岸テラスの整備、東北横断自動車道釡石秋田線（釡石自動車道）＊の全線開通、三
陸沿岸道路＊の市内区間全線開通、さらに、ラグビーワールドカップ 2019TM 日本大会
岩手・釡石開催を実現させ、着実に復興に向かって歩み続けることができました。
しかしながら、日本全体で人口減少、少子高齢化が進む中で、当市においても 10 年
前の平成 22 年 11 月末時点で 40,088 人あった人口は、令和２年 11 月末時点で 32,247
人まで減少しています。今後ともこの傾向が続くと同時に、老年人口（65 歳以上）も
横ばいから減少に転じていく見込みとなっています。こうした状況により、様々な課
題に対して行政でのみ対応することが困難となってきており、自助、共助、公助の役
割分担と市民や地域の協力が不可欠となっています。
さらに、復興も最終盤に差し掛かり、新たなまちづくりをスタートしようとしてい
る今、新型コロナウイルスの感染拡大により、当市の地域経済や市民の日常生活は大
きな影響を受けています。このような中で、人々の行動や価値観が今後変化していく
ことが見込まれるため、「新しい暮らし方」や「新しい働き方」を見据えた取組を展開
しつつ、地域経済の活性化を図っていく必要があります。
このような社会情勢の変化や多様化・複雑化する課題に対応していくためには、復
興のプロセスを通じて得たつながりや絆をこれからのまちづくりに生かし、連携を強
化しながら持続的な仕組みとして展開し、その実現に向けて、市民一人ひとりの主体
性が発揮され、多様な人が活躍できる環境を作っていく必要があります。
市民一人ひとりが夢と希望を持って生き生きと暮らせる持続可能なまちであり続け
るために、港湾物流の促進をはじめ、豊かな自然、ものづくりの伝統、鉄の歴史、ラ
グビーのレガシーなど当市が持っている様々な資源とつながり、地理的優位性等を生
かし、市民と釡石に関わる全ての方々が市の長期的な展望を共有した上で、市民、事
業者、行政それぞれの役割分担と連携のもとで、一丸となってまちづくりに取り組む
ことができるよう第六次釡石市総合計画を策定するものです。

計画策定にあたって
第六次釡石市総合計画策定の趣旨

＊マークのつく用語については、巻末の「用語の説明」（p154 ～）を参照してください。

3

総合計画の役割
第六次釡石市総合計画は、次のような性格を持っています。
①当市の行財政運営の最高指針として、基本構想に定められた将来展望及びそれを
達成するための基本目標を具体化するため、各分野における具体的施策を総合的
かつ体系的に明らかにするものです。

②市民及び企業・団体等に対しては、市政の方向性を示し、協働によるまちづくり
を推進するため、自発的な取組と参画を期待するものです。

③国や県、周辺市町村などに、当市のまちづくりの方向性を示すことにより、計画
実現に向けて理解を求め、連携してまちづくりに取り組むための役割を持ちます。

総合計画の構成と計画期間

総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画の３部構成とします。
①　総合計画の構成

基本構想、基本計画及び実施計画について、それぞれ以下の計画期間で策定するも
のです。

②　計画の期間

当市の将来のあるべき姿を展望し、総合的な振興を図るた
めの目標とこれを達成するための基本的な施策の大綱を明ら
かにするものです。基本構想

基本計画

基本構想で定められた基本的な施策の方向を具体化するた
め、中長期を見通して各分野における実現手段を総合的に調
整し、体系化するもので、重点業績成果指標（KPI) ＊を盛り込
むものです。

実施計画

基本計画に定められた施策を具体的に実施するため、毎年
度の事務事業として内容を明らかにするもので、毎年度の予
算編成の骨格となるものです。

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030
令和3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10 年度 11 年度 12 年度

基本構想（令和 12年度までの 10ヶ年計画）

基本計画（令和 12年度までの 10ヶ年計画）
※施策の達成度や社会状況の変化を踏まえ、必要に応じて中間年で見直しを行います。

３年間単位で１年ごとのローリング

実施計画

実施計画

実施計画
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第１部　序　論

沿　　革
当市は鉄と魚とラグビーのまちとして、多様な人材を受容しながら繁栄を築いて
きた歴史を持ち、2015 年にユネスコ世界遺産＊登録された「明治日本の産業革命遺産　
製鉄・製鋼、造船、石炭産業」＊の構成資産である橋野鉄鉱山は、国内で現存する最古
の洋式高炉＊跡であり、近代製鉄発祥の地としての誇りを語り継ぎます。
度重なる災害や戦災を経験し、その都度市民・企業・行政が一体となって復興を果
たしてきた背景には、社会・経済情勢の大きな変化を受容しつつ、しなやかにまちを
形作ってきた釡石人の “変化に対して開かれている寛容な気質 ”が存在します。
平成 23 年 3月に発生した東日本大震災では甚大な被害を受けましたが、一日も早い
復旧、復興を実現するため、多様な人材を受け入れ、社会・経済情勢の変化を受容し
てきた釡石人の気質を継承し、安全・安心のもとで暮らしやすく、また未来に誇れる
まちを次代を担う世代に継承できるよう市民の皆さんをはじめ、国内外から様々な支
援をいただきながら一歩一歩、まちづくりに取り組んできました。

特　性
①　自然的特性
当市の海岸部は、半島部と入り江が織りなす優美なリアス海岸＊のほぼ中央に位置し

ています。青森県八戸市から岩手県を縦断して宮城県気仙沼市までの太平洋沿岸に広が
る三陸復興国立公園＊は日本一広大なジオパーク＊として平成 25年９月に認定されまし
た。
各入り江には、古くから漁業を営む集落が形成され、海洋の影響と地理的条件から、
四季を通じて温暖な気候に恵まれています。
遠野市などとの境をなす西部地域は、北上高地が南方に連なり、五葉山、愛染山、
片羽山など 1,000 メートルを超える秀峰があります。また、和山、楢ノ木平などの広
大な高原は牧場や農用地として利用されているほか、風力発電の自然エネルギーの供
給基地となっており、湿原が自然環境保全地域としての指定を受けています。
これらの山々からは、鵜住居川、甲子川、片岸川、熊野川などの河川が流れ出て各
入り江に注がれ、森、川、海の一体的な環境が形成されています。
新緑や紅葉を感じられる自然環境のもとで、ウニ、ホタテなど季節の新鮮な海の幸
のほか、山菜や甲子柿など、豊かな自然の恵みとともに季節感あふれる生活が営まれ
ています。

1 釡石市の概況
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②　歴史的特性
当市では、三陸の海や山の豊かな自然のもとで、農林漁業を中心に生活や産業が営

まれてきました。
江戸時代末期には、日本で初めて洋式高炉による鉄の連続出銑＊に成功し、それ以来

我が国産業の発展を支える礎としての役割を果たしてきました。また、技術開発など
により水産業の発展も目覚ましく、鉄と魚のまちとして飛躍的に発展し、東北有数の
産業都市として栄えてきた歴史があります。
こうした繁栄を背景に、昭和 12 年には、県内２番目となる市制を施行し、さらに昭

和 30 年には、周辺の甲子村、鵜住居村、栗橋村及び唐丹村の４村と合併し、今日に至っ
ています。
反面、繁栄の歴史の陰では、凶作や飢饉にはじまり、地震、津波や台風などの自然災害、

更には戦災などにより大きな被害を受けることがあったものの、不撓不屈の精神で乗
り越え、まちを再生してきました。
このような歴史から、近代製鉄発祥という偉業を成し遂げた先人の存在、自然との

関わり、今日に脈々と受け継がれているものづくりの技術などが、当市のまちづくり
の中心的な要素となっています。

③　社会的特性
当市は、鉄鋼業を中心に発展してきた経緯から、基幹産業の縮小や水産業の水揚げ

の不振などによって、地域経済の大きな浮き沈みを経験してきました。このため、人
口減や少子高齢化が他都市よりも早く進むとともに、市民生活や都市構造などでも大
きな変化があります。
しかし、地域を取り巻く状況が厳しい中にあっても、産業活動では、これまでも三

陸地域の産業拠点として役割を担い、道路港湾の整備により、海陸の結節点として今
後担うべき役割が更に大きくなっています。
また、少子高齢化への対応では、保健、医療、福祉及び介護の一体的な推進など、

時代の変化を踏まえた取組を行っています。
釡石は三陸沿岸の郷土芸能を集めたところと言われており、その豊かさと多彩な点

で、他に類をみません。代表的な郷土芸能として神楽・太神楽・鹿踊・虎舞などが多
種にわたって伝承されており、その中でも虎舞は、漁師たちが安全に帰ってくること
を祈念するものとして広まり、三陸を代表する郷土芸能ともなっています。
昭和 50 年代以降には、第九演奏会、市民劇場、釡石よいさ、トライアスロン国際大

会などが市民手づくりの活動として始められました。東日本大震災からの復興による
まちづくりにおいては、東日本大震災からの復興の状況を国内外に広く発信してきた
復興のプロセスを通じて、多くのつながりを得ることができたことは今後のまちづく
りを進める上で、当市の強みとなります。
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特　性
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1 釡石市の概況

7

②　歴史的特性
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第１部　序　論

釡石市の人口推移と将来見通し
①　釡石市および日本の人口推移（ 1920 -2020 ）

当市では、1963 年（昭和 38 年）の 92,123 人をピークに、急激な人口減少が進展し、
（半世紀で人口が半減）現在の当市の人口 32,247 人は 100 年前と同水準にあります。　
背景としては、基幹産業の縮小、就業の場を求めた首都圏・都市部への人口流出、
大学進学率の上昇、日本全体で低下する合計特殊出生率＊、東日本大震災による地域課
題の顕在化など、複合的要因が考えられます。
②　総人口および年齢３区分別人口の推移・推計（1980 ～ 2040）

年齢３区分別人口推移では、年少人口（15 歳未満）と生産年齢人口（15 ～ 64 歳）
が 1960 年代より減少し、老年人口（65 歳以上）も横ばいから減少に転じていく見込
みとなっています。国立社会保障・人口問題研究所＊によれば、2040 年には 23,266 人
まで人口減少が進展していくとされています。

出所：国勢調査より作成（1920 ～ 2015 年）、住民基本台帳より作成（釡石市・1963 年、2020 年・11 月末）、
             総務省統計局より作成（日本・1963 年、2020 年・7月末）

出所：国勢調査より作成（1980 ～ 2015 年）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より
             作成（2020 ～ 2040 年）

実績値  推計値

2 社会的背景の変化
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③　人口推計（国推計および市目標値）

平成 28 年に策定した釡石市人口ビジョン＊においては、当時の国推計値（2010 年推
計）であった 2040 年に 21,503 人という将来推計から、少子化対策並びに移住・定住
施策の推進を図ることで人口減少を緩和し、2040 年に 27,000 人程度の人口規模を維
持することを展望しました。
最新の国推計値（2015 年推計）では、2040 年に 23,266 人となり、1,800 人程度の

改善が見られるものの目標値には届かず、また、復旧・復興需要の逓減に伴い、今後
は更に人口減少が進展するものと推測されます。
釡石市人口ビジョン（改訂版）では、2040年に27,000人という将来展望を維持しつつ、

人口減少時代の持続可能なまちづくりを探求することとしています。

出所：国立社会保障・人口問題研究所資料より作成

2015 2020 2025 2030 2035 2040

2010 35,269 32,341 29,378 26,548 23,909 21,503

2015 36,802 34,374 31,331 28,509 25,801 23,266

36,628 34,518 32,388 30,481 28,702 27,094
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社会情勢の変化

第１部　序　論

2 社会的背景の変化
人口減少・少子高齢化の進行
我が国の総人口は平成 17 年から減少基調に入っています。今後もこの傾向が続くと
予想され、人口減少・少子高齢化の進行を踏まえた国のあり方が求められています。
当市の人口は昭和 38 年の 92,123 人をピークに減少し続け、現在の人口 32,247 人は
100 年前と同水準にあります。これは、基幹産業の縮小によって、29 歳以下の若年層
を中心に他地域に転出して行ったことが大きな要因と考えられます。
人口減少に併せ少子高齢化も急激に進行しており、昭和 40 年に 20,350 人であった
若年者の数は、令和２年 11 月末時点で 3,682 人に急激に減少するとともに、昭和 35
年に 2,971 人であった高齢者の数は 12,825 人と大幅に増加しています。
こうした傾向は、農林水産業をはじめとして地場企業、商店の後継者不足や高齢化
による生産性の低下につながり、当市の産業の成長を阻害する要因となっているとと
もに、少子化は保育所や幼稚園、小中学校など子どもに関連する公共施設の効率的な
利用や維持管理に支障をきたしています。
このほかにも公共交通や医療、福祉、日常生活の利便性の確保、集落の維持活性化
等市民生活に大きな影響を与え、地域社会の活力低下を招いています。

情報通信技術（ＩＣＴ）＊の飛躍的な発達と情報通信機器の普及・多様化により、国
民生活、企業活動、行政サービス、社会経済システム等が大きく変化しています。こ
うした動きは更に進展するものと予測され、経済成長の低下や環境問題、本格的な人
口減少社会の到来、新たな感染症の流行など、国内の様々な社会的課題の解決方法の
一つとして、情報通信技術（ＩＣＴ）の利活用に対する期待が高まっています。

高度情報化社会の進展

環境や安全・安心への意識の高まり
地球温暖化など地球規模での環境問題が進行しており、私たちの生活や産業、生物
の多様性に深刻な影響を与えることから、世界の全ての国が協力して解決していかな
ければなりません。当市では震災を契機に、エネルギーの長期安定供給並びに災害時
の供給力向上を図るとともに、再生可能エネルギー＊の活用による温室効果ガスの排出
抑制、木質バイオマス＊の活用等による循環システム構築に取り組み、環境と共生した
まちづくりを進めていますが、様々な自然災害が毎年のように発生しており、災害発
生リスクの高まりや被害の甚大化が懸念されます。
また、国内では大きな地震や津波の発生が切迫していることから、いかなる大規模
自然災害が発生しても、釡石市民の生命及び財産を災害から保護し、安全・安心な地
域社会の構築を進めていくことが重要です。
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人口減少・少子高齢化等を背景に、ライフスタイルに応じた新しい働き方が可能にな
る働き方改革が推進されてきましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大で、テレワー
ク＊やワーケーション＊など、場所に捉われない、新しい生活様式＊に併せた働き方の多
様化が進んでいます。
モノの豊かさや所得・収入は、生活を支える基盤であり、引き続き重要な要素では

ありますが、それに加えて、心の豊かさやゆとりといった要素を重視する生き方の広
がりなど価値観の変化を捉えながら、これらが尊重され、個性と能力を十分に発揮で
きる社会を築く必要があります。

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ」は、2001 年に策定されたミレニアム開発目標「Ｍ

ＤＧｓ」の後継として、2015 年９月の国連サミット採択された 2016 年から 2030 年
までの国際目標です。貧困、健康、経済、気候変動等のグローバルな課題に対して、
発展途上国のみならず、先進国も含めて国際社会全体で実現を目指すものであり、17
のゴール（目標）と 169 のターゲット（具体的な達成基準）から構成されています。
当市においても第六次釡石市総合計画にＳＤＧｓの理念を盛り込み、17 のゴール（目

標）と基本施策を結び合わせて各種施策を推進することで実現を目指していきます。

価値観の変化

目標１ 貧困をなくそう 目標７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに 目標 13 気候変動に具体的な対策を
目標２ 飢餓をゼロに 目標８ 働きがいも経済成長も 目標 14 海の豊かさを守ろう
目標３ すべての人に健康と福祉を 目標９産業と技術革新の基盤をつくろう 目標 15 陸の豊かさも守ろう
目標４ 質の高い教育をみんなに 目標 10 人や国の不平等をなくそう 目標 16平和と公正をすべての人に
目標５ ジェンダー平等を実現しよう 目標 11 住み続けられるまちづくりを 目標 17パートナーシップで目標を達成しよう
目標６ 安全な水とトイレを世界中に 目標 12 つくる責任 つかう責任
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第１部　序　論

平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災により、当市は甚大な被害を受け、死
亡者、行方不明者併せて 1,064 人（関連死認定者数 106 人含む）〈令和３年１月１日現在〉、
家屋被害 4,704 戸と多くの尊い生命と財産を失いました。
これまで経験したことのない深い悲しみから立ち上がり、一日も早い復旧、復興を
成し遂げるため、釡石市復興まちづくり基本計画「スクラムかまいし復興プラン」を
策定し、安全・安心のもとで暮らしやすく、また未来に誇れるまちを次代を担う世代
に継承できるよう、市民一丸となって取り組んできました。
復興まちづくり基本計画は、「三陸の大地に光輝き希望と笑顔があふれるまち釡石」
を目指すべき将来像とし、将来像を実現するための７つの基本目標を掲げ、安全な住
宅地をはじめとする生活基盤や仮設住宅及び復興公営住宅の整備、防災施設の整備な
どハード整備と併せ、被災者の心のケアや安全・安心な生活を支援するための見守り
などソフト事業を実施してきました。
このような取組により、着実に復興に向かって歩みを進め、復興の総仕上げの段階
に入っておりますが、地域コミュニティ衰退等の社会課題を解決していく仕組みづく
り等、新たな課題も明らかになっていることに加え、新型コロナウイルス感染症拡大
による新しい生活様式への対応が必要になっています。
上記の現状を踏まえ、これまでの復興施策の総括として、復興まちづくり基本計画
の７つの基本目標に沿って各分野の取組と成果、課題を整理した上で、第六次釡石市
総合計画における主な取組を以下のとおり取りまとめました。

3 釡石市復興まちづくり基本計画の総括
（１）主　旨

浜町復興公営住宅

上中島復興公営住宅
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②　主な課題

③　今後の取組

基本目標１ 暮らしの安全と環境を重視したまちづくり

＊

＊ ＊

＊

＊

①　主な取組と成果
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③　今後の取組

＊

②　主な課題

3 釡石市復興まちづくり基本計画の総括
基本目標２ 絆と支えあいを大切にするまちづくり

＊

①　主な取組と成果

第１部　序　論
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3 釡石市復興まちづくり基本計画の総括

＊

②　主な課題

基本目標４ 人やもの、情報の交流拠点づくり
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＊ ＊

①　主な取組と成果

③　今後の取組

第１部　序　論
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＊

②　主な課題

③　今後の取組

＊

基本目標６ 強く生き抜く子どもを育てるまちづくり

＊

①　主な取組と成果

第１部　序　論

3 釡石市復興まちづくり基本計画の総括
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東日本大震災からの復旧・復興に市民一丸となって取り組んだ結果、復興公営住宅
の整備や防災集団移転促進事業等を活用した高台への移転等被災した方々の住まいの
再建を果たしたほか、災害復旧費や復興交付金等を活用し、被災した学校等公共施設
の復旧や釡石市民ホール、うのすまい ･トモス、魚河岸テラスなどにぎわい創出の核
となる公共施設の整備など行ってきました。
これらハード整備に加え、次世代に誇りうるまちを創るため、様々な取組を展開し
てきましたが、復興まちづくり基本計画に掲げる３つの基本理念に沿ってこれまでの
取組を振り返ります。
「基本理念１．人々の意識や行動のあり方への喚起」では、市民一人ひとりが他に頼
り切ることなく自ら判断しながら助け合う自助・共助の精神を喚起する取組として、
身近な地域で安心して自分らしい生活を送ることができるよう「釡石版地域包括ケア」
を推進したほか、「釡石市防災市民憲章」の制定や防災教育を核とした「いのちの教育」
の充実など防災意識の向上を図る取組を推進してきました。
「基本理念２．希望と可能性の追求」では、高齢者が先行きに安心感を持ち、子ども
や若者が将来に光を見出す取組として、人々がこの地に住み続ける希望が持てるよう、
総務省の復興支援員制度を活用して、復興支援員「釡援隊」を組織し、地域活動や地域
産業の担い手育成等を行ったほか、交流の促進と当市への移住・定住を目的とし、地域
おこし協力隊＊制度を活用した「ローカルベンチャー推進事業」を実施してきました。
「基本理念３．歴史に学び、さきがけとなるまちづくり」では、橋野鉄鉱山のユネス
コ世界遺産登録や世界的イベントであるラグビーワールドカップ2019™日本大会岩手・
釡石開催など未来の希望につながる取組を展開してきました。
こうした一方で、被災者の住まいの再建や事業者のなりわいの再生、一部基盤整備
事業において、復興まちづくり基本計画期間内の完了が見込めない状況となっている
ほか、被災者の中には未だに東日本大震災からのストレスや新たな生活環境に順応で
きず、引き続き心のケアが必要な方もいます。
また、震災後整備した復興公営住宅の自治組織が未設置等の理由により、地域コミュ
ニティの衰退も課題になっています。
第六次釡石市総合計画では、これらの課題解決に向け引き続き取り組み、被災者一
人ひとりが心の復興を果たし、第六次釡石市総合計画期間中の令和７年度を目途に復
興宣言ができるよう取り組んでいきます。

（３）総　括
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①　アンケート調査の概要

実施時期 令和元年７月 17 日から 31 日まで
調査対象 1,400 人　※住民基本台帳より無作為抽出（18 歳以上～ 80 歳未満）

配布及び回収方法 郵送による配布及び回収
回収率 32.5%

実施時期 令和元年７月

調査対象
市内高校２年生　242 人
※岩手県立釡石高等学校　153 人
※岩手県立釡石商工高等学校　89 人

配布及び回収方法 学校で配布・回収
回収率 97.5％

実施時期 令和２年５月 28 日から６月 17 日まで
調査対象 985人　※住民基本台帳より無作為抽出（18歳以上～80歳未満）

配布及び回収方法 郵送による配布及び回収
回収率 38.8%

○　次期釡石市総合計画策定に係るアンケート

○　復興まちづくりの効果に関するアンケート

・市民アンケート

・高校生アンケート

釡石市復興まちづくり基本計画に基づき展開してきた施策によって、市民の意識が
どのように変化したか、また、今後のまちづくりに対する意向を把握するため、アンケー
ト調査を行いました。
次期釡石市総合計画に係るアンケートでは、釡石市復興まちづくり基本計画の主な

取組についての満足度等を確認しました。
復興まちづくりの効果に関するアンケートでは、基本目標別の施策を通じて、震災

前（平成 22 年）と現在（令和２年）を比較して、どのように意識が変わったかを確認
しました。
これらの結果を踏まえ、今後のまちづくりの方向性や課題、実施する施策などを検

討する際の前提としました。

（４）市民アンケート調査結果 基
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②　釡石市の取組についての満足度
○　復興まちづくり基本計画（スクラムかまいし復興プラン）の主な取組

復興まちづくり基本計画（スクラムかまいし復興プラン）の主な取組について、各
項目を比較すると、満足度が高い項目は「減災を重視したまちづくり」、「暮らしのた
めの災害公営住宅の整備」、「交通ネットワークと物流拠点機能の形成」、「生活・防災
拠点としての教育環境整備」となっています。一方、満足度が低い項目は「高齢化を
踏まえた保健・医療・福祉・介護機能の向上」、「地域交通の確保」、「ものづくり産業
の振興と新たな産業の創出」、「水産業の多面的な支援などによる魚のまちの復活」と
なっています。
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○　現在の生活環境等に関する総合的な取組

現在の生活環境等に関する総合的な取組について、各項目を比較すると、満足度が
高い項目は「騒音や水質、大気などの環境」、「広報誌発行など市の広報活動」、「沿岸
南部クリーンセンターで行っているごみ処理の方法」となっています。一方、満足度
が低い項目は、「仕事内容や収入、商売や事業の状況」、「釡石の物価」、「市外に行くた
めのバス・鉄道などの交通の便」となっています。
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第１部　序　論

○　復興まちづくりの効果について

復興まちづくりの効果について、各項目の事業や取組の効果を比較すると、事業や
取組の効果が感じられる割合が高い項目は「災害発生時の避難情報など、防災につい
ての設問」及び「高規格幹線道路と釡石港の利用促進による、流通の拠点化について
の設問」となっています。一方、事業や取組の効果が感じられる割合が低い項目は「魚
のまちかまいしに関する設問」となっています。
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釜石ＪＣＴ
（東北横断自動車道釜石秋田線（釜石自動車道）・三陸沿岸道路の結節点）

ガントリークレーン（釜石港公共ふ頭）

釜石市民ホール「ＴＥＴＴＯ」
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第１部　序　論

今後解決に向け取り組む課題
第六次釡石市総合計画の策定に当たっては、人口の将来見通しや市民意識、社会潮流
を踏まえ、次のとおり主要課題を整理しました。

4 新たなまちづくりに向けて

当市の平均寿命は県内 14 市の中で最下位であり、三大疾病（脳血管疾患・がん・心
疾患）による年齢調整死亡率は、県内では高い状況となっています。また、特定健診＊

受診率は県内でも低い状況です。

◆　生活習慣病予防対策の推進

◆　人口減少時代の持続可能なまちづくり
人口減少は、域内消費額の減少を招き、生産活動の縮小に伴う雇用の質的・量的悪
化や、税収の減少による行政サービスの低下、耕作放棄地＊や空き家の増加等広範囲か
つ重大な影響を及ぼします。また、新卒者やＵ・Ｉターン＊者が働きたいと思える場が
少なく、生産年齢人口＊の流出につながっています。地理的環境や労働力確保等企業誘
致を進める際の課題も多く、雇用の受皿となる就業の場が少ない状況となっています。

◆　地域コミュニティの形成と人材の育成
人口減少や少子高齢化に伴い、町内会等地域活動の主体となる組織の担い手不足、
後継者不足が生じているほか、震災後整備した復興公営住宅の自治組織が未設置の箇
所もあり、地域コミュニティの衰退が課題となっています。
◆　地域公共交通の維持確保
市内路線バスについて、民間事業者が運行している幹線部の赤字路線は路線縮小の
傾向にあります。また、市が運行している支線部は利用者が少なく収益率が低い状態
となっており、バス運行されていない地区や高齢者の足の確保と併せ、地域公共交通
の維持、今後のあり方が課題となっています。
◆　地域事業者の持続的な経営
人口、事業者数とも減少傾向となることが予想される中、復興需要の落ち込み、新
型コロナウイルス感染拡大の影響による売上げの減少や経営者の高齢化による事業継
承の問題等、地域事業者が持続的な経営を行う上で、様々な課題が発生している状況
にあります。また、水産・農林業の第一次産業では、国際的な漁業規制や水産資源の
減少による水揚量の縮小、従事者の減少、高齢化による担い手不足が課題となってい
ます。
◆　新型コロナウイルス感染拡大による地域経済の低迷
新型コロナウイルスの感染拡大により、人や物の動きが停滞し、水産業や商工業等、
あらゆる分野の産業が影響を受けている状況にあります。特に観光業は、復興需要の
終了による宿泊・飲食業へのマイナスに加え、新型コロナウイルス感染拡大は当市の
観光振興にも大きな影響を与えています。今後は、新しい生活様式を取り入れながら
先の見えない状況において、どのように地域経済を活性化させていくかが課題となっ
ています。
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小中学校においては、児童・生徒数の減少が急速に進んでいる状況にあり、これか
らも減少していくことが想定されていく中で、未来を担う子どもたちの学びの機会を
いかにして守っていくのかが課題となります。また、小中学校は児童・生徒の教育の
ための施設であるだけではなく、各地域のコミュニティの核としての性格を有し、防災、
地域の交流の場等、様々な機能を有していますが、古いもので築 60 年の施設もあり、
施設の安全性の確保が求められています。

◆　児童・生徒数の減少と学校施設の老朽化

ラグビーワールドカップ 2019TM 日本大会岩手・釡石の開催を契機に、子どもたちへ
のラグビーの普及、選手やクラブの育成強化、釡石鵜住居復興スタジアムの効果的な
活用など、「ラグビーのまち」として、更なる取組の推進が求められています。また、
世界遺産に登録された橋野鉄鉱山など当市の歴史遺産を適切に保全活用しつつ、観光や
スポーツ施策との連携により交流人口の増加に向けた取組を進めていくことが課題と
なっています。

◆　ラグビーワールドカップのレガシーを生かしたまちづくりと歴史遺産の活用

東日本大震災から 10 年を迎え、記憶の風化が懸念されていることから、東日本大
震災の教訓や「釡石市防災市民憲章」の普及に努め、防災文化の醸成を図るとともに、
復興の姿を後世や国内外に伝え続けていく必要があります。また、東日本大震災で被
災した方の心の復興や復興公営住宅等におけるコミュニティの形成など復興の完遂に
向け、引き続き取り組んでいくことが求められています。

◆　東日本大震災からの復興の取組

近年頻発、激甚化する豪雨災害を受け、平成 29 年に水防法＊が改正され、想定最大
規模降雨による洪水浸水想定区域が広範囲になり、想定浸水深も深くなっています。
また、新型コロナウイルスの感染拡大により、新しい生活様式にも配慮した安全・安
心な避難が重要になっている一方で、当市の自主防災組織は、令和２年 11 月末現在で
組織率が 49.4％に留まっており、消防団員数の減少も進んでいます。

◆　地域を主体とした地域防災力の向上

当市の人口は減少傾向にあり、比例して財政規模の縮小が見通される中、職員定数
の適正化、固定経費の圧縮等による健全な財政運営と社会の変化に応じた公共サービ
スの提供が求められている一方で、公共施設などの維持管理費が増大しているほか、
台風や集中豪雨等自然災害の多発により、道路や河川の維持補修や改良、安全対策に
要する費用負担の増加が懸念されています。

◆　行政運営の基盤確保
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第１部　序　論

今後解決に向け取り組む課題
第六次釡石市総合計画の策定に当たっては、人口の将来見通しや市民意識、社会潮流
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第１部　序　論

かまいし未来づくり委員会からの提言
第六次釡石市総合計画策定に当たり、市民の考えや意見などを計画に反映させるた
め、「かまいし未来づくり委員会」を組織し、具体的な検討を行っていただきました。
かまいし未来づくり委員会は、第六次釡石市総合計画の素案を調整し市長に提言する
ため、令和元年 12月に発足しました。全委員公募により 62名で構成し、全 11回にわ
たり検討を行いました。
検討の結果を「新しい釡石市総合計画策定に向けた提言書」としてまとめ、令和２
年11月に釡石市長に提出いただきました。提言書の内容は、「釡石市の将来像への提言」
「将来像の実現に向けた市民の役割」「基本目標への提言」「基本目標を実現するために
重要なこと」「取組主体」「重点施策」にまとめられ、「第２部 本論」以降に反映され
ています。
市民の役割に関しての提言内容は次のとおりです。

4 新たなまちづくりに向けて
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第２部　本　論

まちづくりの基本理念

1 まちづくりの基本理念と将来像
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第２部　本　論

まちづくりの基本理念

1 まちづくりの基本理念と将来像
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第２部　本　論

1 まちづくりの基本理念と将来像

目指すべき将来像は、市民 62人で構成される「かまいし未来づくり委員会」において、
当市の将来を見据え、目指すべき将来の姿はどうあるべきか、大事な価値観は何かの議
論を通じ、委員の思いや言葉を紡いで定めたものです。
当市は、これまでも自然災害や経済的な危機など幾多の困難に見舞われてきましたが、
東日本大震災においても、復興に向かって市民一丸となって取り組んだように、撓まず
屈せずの精神の下、その都度復興を成し遂げてまいりました。これから起こりうるであ
ろう新たな危機にも、しっかりと向きあい、対応していく必要があります。
東日本大震災からの復興やラグビーワールドカップ 2019™ 日本大会岩手・釡石開催
のプロセスにおいて、日本中・世界中とのつながりを育む機会に恵まれました。これら
を生かし、更に新たな世界を広げることで、一人ひとりの可能性、地域の可能性を広げ、
希望が連鎖し、活力にあふれる未来を創り続けます。
将来像に掲げる「学ぶ」とは、「力を新たに身につけ、新たな世界を広げること」で
す。一人ひとりが学びを通じて成長する喜びを感じ、学びあうことによってより多くの
心に火を灯し、やがて地域全体に広がることで、学ぶこと即ち「新たな世界を広げるこ
と」の幸せを実感できる地域の構築を目指します。
様々な人、様々な生き方や働き方を尊重し、多様な価値観を認め合うこと、様々なこ
とに挑戦し、決してあきらめないことを市民の基本姿勢としながら、時代の変化にしな
やかに対応し、「一人ひとりが学びあい　世界とつながり未来を創るまちかまいし」の
実現に向け、全市民参加で取り組んでいきます。

目指す釡石の将来像

10年後のまちのあるべき姿を実現するための姿勢を表す将来像

10 年後のまちのあるべき状態を表す将来像
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○　目指す釡石の将来像に込める思い（かまいし未来づくり委員会提言書より抜粋）
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第２部　本　論
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○　目指す釡石の将来像に込める思い（かまいし未来づくり委員会提言書より抜粋）
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2 まちづくりの展開
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計画の推進
復興まちづくり基本計画の成果や課題を踏まえ、基本構想を推進し、将来像を実現し

ていくためには、少子高齢化と人口減少、市民ニーズの多様化、厳しい財政状況などを
踏まえながら、取組を進めていく必要があります。
このため、第六次釡石市総合計画においては、市民と行政による協働のまちづくりを

進めるとともに、相乗効果を生む多様な連携と交流の推進を図り、徹底した行財政改革
を進め、社会情勢や経済状況の変化に対応できるまちづくりに努めます。

多様な連携と交流によるまち 
～地方創生・多文化共生・広域連携の推進～

釡石市オープンシティ戦略の基本理念である「市民一人ひとりが役割を持つ、真に
開かれたまち」の実現に向け、釡石市内外の多様な人々とのつながりにより新たな事
業機会やコミュニティが育まれ、希望が連鎖し、活力につながる地域社会の形成を目
指します。
異なる考えや意見に寛容で、かつ変化や困難を受容する再起力の高い開かれた社会

の構築を目指すとともに、東日本大震災後大きく進展した交通ネットワークや多様な
つながりを生かし、周辺自治体をはじめ様々な連携により、三陸の交流拠点として地
域の魅力を高める取組を推進します。

効率的・安定的な行財政運営ができるまち 
～行財政改革の推進～

一層厳しくなる財政状況を踏まえ、実施する事業をより慎重に選択するほか、既存
施設の有効活用や、必要性を見極めた施設の統廃合を進めていきます。また、多様化、
複雑化する市民ニーズや変わりゆく時代に対応するため、新市庁舎を整備し、先端技
術やテクノロジーの活用等による業務改善に努め、戦略的な行政運営の下、組織全体
の生産性を向上させていきます。

全市民参加でつくるまち
～協働によるまちづくりの推進～

全ての人がまちづくりに参画し、希望にあふれたまちを目指すため、これまで築い
てきた各地区応援センター及び地域会議を中心に、自助・共助・公助による地域づく
りを一層推進します。また、行政、企業、職能団体、ＮＰＯ、市民団体等多様な主体
がそれぞれの価値観・役割に応じて、テクノロジー＊等も活用しながら、まちについて
ともに考え、ともに活動する環境の構築を目指します。
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重 点 施 策

地域や年齢を越えて、誰もが自分らしく、身体的な健康寿命を延ばしていくだけで
はなく、社会活動や個々の行動の中で健康への関心を高め、脳卒中死亡率最下位から
の脱却、がんや心疾患の死亡率の低下を目指した取組を推進します。

健康寿命日本一へのトライ

市民の日常生活における移動実態・ニーズの変化に対応しながら、持続可能な交通
体系の構築に向け、行政、交通事業者のみならず、企業や市民等と一体となった運営
体制を検討していきます。

地域の特性を踏まえた持続可能な交通体系の構築

一次産業の担い手の確保・育成や商工業者の人材育成に向けた取組の推進により地
域産業の活性化を図るとともに、テレワークやワーケーションなど多様な働き方がで
きる職場づくりを推進します。

あらゆる産業の人材育成と多様な働き方の推進

出会い・結婚・出産・子育ての各ステージに応じた切れ目のない支援策を講じて、
少子化に歯止めをかけるとともに、市民が暮らしやすく、将来にわたって暮らし続け
たいと思えるまちづくりと移住希望者のニーズに的確に応えられる体制を整備します。
併せて、高等教育機関等と連携した若者の定着に向けた取組を推進します。

少子化対策、移住定住の推進

新産業創出に向けた取組や地域企業の新分野への挑戦を支援するとともに、高規格
道路ネットワークと釡石港という地理的優位性を生かした企業誘致により、物流関連
産業や輸出産業等の集積を図ります。

新たな分野への挑戦と国際貿易を通じた未来産業の集積

釡石オープン・フィールド・ミュージアム＊構想の推進を図り、市民の参加性を高め
て一体感を醸成し、「地域の宝」を再発見する過程を通じて、市民に「住まう誇り」を
呼び戻すとともに、滞在交流型観光＊システムを推進していきます。

三陸・釡石の特色を生かした観光振興

第２部　本　論

2 まちづくりの展開

37

生涯学習や各種講義、学校教育などあらゆる分野において、オンライン等を活用し
た多様な学びの環境を整え、全ての人がライフステージに応じて学ぶことができる環
境の構築を目指します。

ＩＣＴ、オンラインなどを活用した学びの多様性の実現

防災教育を核とした「いのちの教育」やラグビー、世界遺産・橋野鉄鉱山を含めた
釡石市の歴史・文化などを通じて子どもたちの郷土愛を醸成し、釡石の発展を支える
次代の人材を育成します。

釡石らしさを生かした育ちのデザイン

ラグビーワールドカップ 2019™ 日本大会岩手・釡石開催のレガシーを未来に継承す
るため、 子どもたちへのラグビーの普及、選手やクラブの育成強化、釡石鵜住居復興
スタジアムの有効活用など、ラグビーを生かしたまちづくりを推進していきます。

「ラグビーのまち釡石」の推進

市民一人ひとりが命の尊さについて考え、行動できるように、地域防災力の向上に
向け、防災リーダーとして期待される防災士の養成を継続するとともに、防災意識の
醸成と災害に対する知識の向上に努めます。

自助・共助・公助による防災まちづくりの推進

いきいき 100 歳体操リーダー交流会 釜石市小学校対抗タグラグビー大会
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【基本計画体系図】

多様な連携と
交流によるまち

多様な人材・機会の還流

世界とつながる三陸の交流拠点
行政サービスの最適化と利便性向上

財政の健全性の確保

効率的・安定的な
行財政運営が
できるまち

行政運営を支える職員の人材育成と組織づくり

みんなが参画できるまちづくりの推進

地域のアイデンティティ形成
全市民参加で
つくるまち

第１部　計画の推進

第２部　基本目標ごとの施策

第２章〈生活環境〉人と自然が共存し安心して暮らせるまち

安全で快適な生活環境の整備
水道水の安定的で健全な供給

上下水道の経営基盤の強化
下水道施設の適切な維持管理と整備推進

生活基盤が
充実した
まちづくり

犯罪や事故のない地域づくりの推進
消費者保護の強化
持続可能な交通体系の整備
交通安全の確保

快適で
安心・安全な
まちづくり

人と自然が共生する環境づくりの推進

地球環境に配慮したまちづくりの推進

快適に暮らし
自然と共存する
まちづくり

地域で支え、子どもが
安心して生活できる
まちづくり

安心して子育てできる体制の充実

地域の中で豊かに子育てできる環境づくりの推進
健康づくりと生活習慣病予防・重症化予防

保健福祉・医療体制の充実

みんなで健康になれる
まちづくり

共に見守り支え合い、
包括的支援による
まちづくり

釡石版地域包括ケアシステムの充実
支え合う地域共生社会の実現
安心して生活できる体制の充実

第１章〈保健福祉〉あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち
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第３部　地区別計画

健やかな成長を図る幼児教育の充実

生きる力を育む学校教育の充実
未来を担う

子どもたちの育成

地域づくりに寄与する特色ある教育活動の推進

教育環境の充実とさらなる向上
子どもを育む
環境づくり

歴史・文化・
芸術文化の振興

歴史・文化の継承と文化財の普及・啓発の推進

芸術文化活動の推進
橋野鉄鉱山の保存・整備・活用と鉄の歴史・文化の発信

学びと実践が循環しつながりを創出する生涯学習社会の形成

豊かな生活と新たな価値を生み出すスポーツの推進
生涯学習・

スポーツの振興

第４章〈教育文化〉地域と人のつながりの中でみんなが育つまち

第３章〈産業雇用〉未来をつくる人と産業が育つまち

Ｕ・Ｉターンの強化

労働力確保と定着のための支援移住定住の推進と
雇用の確保

釡石港の利用拡大と機能強化釡石港の流通拠点化

適正な土地利用の推進効率的な土地利用

魚のまち「かまいし」復活に向けた取組の推進

魅力ある農林業の創出と地域の活性化
水産・農林業の振興

商工業の振興と
新たな産業の創出

商工業の振興と企業誘致による雇用の創出

起業・創業支援と新事業の創出

釡石の強みを生かした国内外の交流の拡大
観光振興と
交流人口の拡大

稼ぐ力を高める戦略的な観光地域づくりと滞在交流型観光の推進

迅速かつ確実な避難行動を行える防災意識の醸成防災意識の向上

地域防災機能の充実地域防災力の向上

第５章〈危機対応〉過去に学びみんなが命を守れるまち

多重防御による
防災・減災対策

施設整備等による安全性の向上

ソフト対策を加えた多重防御
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【基本計画体系図】
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2030年のありたい姿
市民一人ひとりが地域が抱えている課題や問題等を自分ごととして捉え、年齢、性別、職業、
生き方、働き方、ハンディキャップの有無に関わらず、多様な価値観と個性をともに認め合い、
立場や役割、世代間を超えた多様なつながりで、市民と行政がお互いの立場を尊重し、役割
分担と強い信頼関係のもと、情報の共有と対話が活発に行われ、市民主体のまちづくりが進
められています。
地域内での世代間交流が活発化され、昔から地域に根付く郷土芸能や地域行事等の継承を
通じて、地域に生きる子どもを含めた地域を担う後継者の育成が行われています。

これまでの取組

1 全市民参加でつくるまち
第１部　計画の推進

施策の体系

全市民参加で
つくるまち

みんなが参画できるまちづくりの推進

地域のアイデンティティ＊形成

かまいし未来づくり委員会によるまちづくりに関するワークショップ
45

現状と課題

統計データ

資料 /釡石市「次期釡石市総合計画策定に係るアンケート調査」（令和元年度）

現在、まちづくり活動に参加している割合
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主な施策

１－１ みんなが参画できるまちづくりの推進
１　地域活動の場の充実とまちづくり団体の連携

＊

２　人材の育成

３　地域コミュニティ強化

＊

４　地域活動の推進

＊

1 全市民参加でつくるまち
第１部　計画の推進

47

１－２ 地域のアイデンティティ形成
１　地域文化や郷土芸能の普及啓発・継承活動の推進

２　地域資源の掘り起し

３　世代間交流の促進

４　地域内外の交流の推進

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年 7月）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

現在、まちづくり活動に参加している割合 48.4％ 55.0％ 63.4％
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主な施策
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2030年のありたい姿
 復興のプロセスを通じて得たつながりが継続され、歴史が育んだ文化的土壌と様々なネッ
トワークを生かしながら、釡石に暮らす、釡石に関わる可能性が最大化されるとともに、良
質な地域内外の交流を通じて、特色ある人口減少対策と先を見据えた先駆的な取組（オープ
ンイノベーション）が創発する自立的サイクルが構築され、活力に満ちあふれています。
地域の持続的な発展を図るため、豊富な地域資源や復興により整備された産業基盤、新し
い交通ネットワークなどを活用し、周辺自治体をはじめ様々な連携により、生活圏を越えた
多様な交流が図られ、国内外に開かれた三陸の交流拠点として地域の魅力を高める一体的な
取組が行われています。

＊ ＊ ＊

＊

＊

TM

＊

＊

これまでの取組

現状と課題

施策の体系

多様な人材・機会の還流

世界とつながる三陸の交流拠点
多様な連携と
交流によるまち

2 多様な連携と交流によるまち
第１部　計画の推進

49

統計データ

主な施策

２－１ 多様な人材・機会の還流
１　人材を還流させるまちの人事部機能の構築

＊

＊

２　官民共創によるオープンイノベーション＊

＊

＊

３　経済発展と社会的課題の解決を両立する取組の推進
＊ ＊

＊

資料 / 釡石市「次期釡石市総合計画策定に係るアンケート調査」（令和元年度）

人口減少社会に適応するために必要な対策（複数回答）
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２－２ 世界とつながる三陸の交流拠点
１　多文化共生＊の推進

TM

３　広域連携の推進

２　ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
＊

＊

＊

施策の成果指標

指　　　標 現状値
（令和２年度）

目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

市内在住外国人が釡石での生活に対して満足と感じて
いる割合 55.7％ 65.0％ 70.0％

2 多様な連携と交流によるまち
第１部　計画の推進

51

統計データ
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2030年のありたい姿
限られた経営資源を最大限有効に活用するマネジメントが最適化され、機能的な政策決定
と庁内横断的な取組が展開され、政策の着実な推進と市民の多様なニーズに応える満足度の
高いサービスが提供されています。
また、選択と集中により、事業の重点化による適正な資源配分や自主財源の確保に向けた
取組などにより、健全な財政運営が行われ、適切な公共施設の環境のもと、最適な公共サー
ビスが提供されています。
変化していく社会情勢に対応しながら、地域の課題解決に向けて、高い先見性とグローバ
ルな視点を備え、三陸・全国・世界の中の釡石を意識しながら、職員の外部登用の多様化に
よる職員の資質向上に向けた取組が推進されています。

＊

＊

これまでの取組

現状と課題

施策の体系
行政サービスの最適化と利便性向上

財政の健全性の確保
行政運営を支える職員の人材育成と組織づくり

効率的・安定的な
行財政運営が
できるまち

3 効率的・安定的な行財政運営ができるまち

第１部　計画の推進
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統計データ
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2030年のありたい姿
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統計データ

３－２ 行政運営を支える職員の人材育成と組織づくり
１　変化に対応できる組織編成と人材育成

＊

２　効率的で柔軟な働き方の推進

3 効率的・安定的な行財政運営ができるまち

第１部　計画の推進
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統計データ

３－３ 財政の健全性の確保
１　安定的な財政運営の構築

２　安定した収入の確保
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統計データ
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統計データ
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施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

経常収支比率＊ 99.8％ 93.5％ 91.7％
実質公債費比率＊ 14.6％ 8.8％ 8.8％

定員管理による適正な人員確保 439 人 370 人 345 人

女性管理職比率 19.0％ 25.0％ 30.0％

男女別育児休業取得率 男性 0.0％
女性100.0％

男性 10.0％
女性100.0％

男性 15.0％
女性100.0％

効率的・安定的な
行財政運営ができるまち

第１部　計画の推進

あらゆる人の幸せを
みんなで考えつくるまち

第１章 保健福祉
第２部 基本目標ごとの施策
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2030年のありたい姿
妊娠期、出産期、乳幼児期から学齢期を経て、子どもたちが成長する過程で、全ての子ど
もと保護者がライフステージに応じた支援を受けることができています。さらに地域の見守
りをはじめとする、多様な主体で子育てを支える仕組みが構築されており、安心して子ども
を産み育てることができる環境の中で、子どもが希望を持って健やかに成長しています。
放課後や休日に子どもや保護者が自由に集まり交流できる場所、多様な学習や体験活動の機
会が提供され、安心・安全に過ごせることにより、子どもたちが健全にたくましく育っています。

現状と課題

＊

これまでの取組

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

１地域で支え、子どもが安心して生活できる
まちづくり

施策の体系

地域で支え、子どもが
安心して生活できる
まちづくり

安心して子育てできる体制の充実

地域の中で豊かに子育てできる環境づくりの推進

59

統計データ

＊

資料 /岩手県「平成29年度 1歳 6か月健康診査等実施状況及び母子保健関係事業等実施状況調」（平成29年度）

平成 29年度
1歳 6か月児健康診査受診率

平成 29年度
３歳児健康診査受診率

80 85 90 95 100105 80 85 90 95 100 105

基
本
構
想

基
本
計
画

計
画
の
推
進

保
健
福
祉

生
活
環
境

産
業
雇
用

教
育
文
化

計
画
の
推
進
地
区
別
計
画

基
本
計
画

地
区
別
計
画



58

2030年のありたい姿
妊娠期、出産期、乳幼児期から学齢期を経て、子どもたちが成長する過程で、全ての子ど

もと保護者がライフステージに応じた支援を受けることができています。さらに地域の見守
りをはじめとする、多様な主体で子育てを支える仕組みが構築されており、安心して子ども
を産み育てることができる環境の中で、子どもが希望を持って健やかに成長しています。
放課後や休日に子どもや保護者が自由に集まり交流できる場所、多様な学習や体験活動の機

会が提供され、安心・安全に過ごせることにより、子どもたちが健全にたくましく育っています。

現状と課題

＊

これまでの取組

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

１地域で支え、子どもが安心して生活できる
まちづくり

施策の体系

地域で支え、子どもが
安心して生活できる
まちづくり

安心して子育てできる体制の充実

地域の中で豊かに子育てできる環境づくりの推進

59

統計データ
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主な施策
１－１ 安心して子育てできる体制の充実
１　母と子への切れ目のない支援

＊

２　ライフステージに応じた少子化対策・子育て支援

３　子どもの育ちを支える取組の推進

岩
手
県

釡
石
市

リ
ス
ク
の
程
度

高

低

要保護児童対策地域協議会

児童相談所

子ども家庭総合支援拠点

連携
協働

連携
協働

児童等に対する必要な支援を行う体制の関係イメージ図

子育て世代包括支援センター

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

１地域で支え、子どもが安心して生活できる
まちづくり
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１－２ 地域の中で豊かに子育てできる環境づくりの推進
１　子どもや子育て家庭を支える地域・場所づくりの推進

＊

２　児童虐待対策の促進

＊

＊

３　障がい・発達に心配のある子どもの支援

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（平成 29年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

１．６歳児健診受診率 88.3％ 100.0％ 100.0％
３．６歳児健診受診率 88.9％ 100.0％ 100.0％

合計特殊出生率（過去５年間の平均値を用いて算出したもの） 1.63
（平成30年度） 1.63 1.63
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2030年のありたい姿
幼少期からの正しい生活習慣や働き盛り世代を対象にした健康づくり活動を推進するなど
ライフサイクルに応じた健康づくり活動の充実が図られ、誰もが自分らしく、心も体も健や
かに過ごすことができています。
また、継続的に地域社会とつながる仕組みが構築され、高齢者の虚弱化の予防が図られて
います。
医療、介護、福祉、保育などの人材を充足させるため、外部人材の積極的登用を図り、質
の高い保健福祉を維持していくための基盤が築かれています。

現状と課題

これまでの取組

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

2 みんなで健康になれるまちづくり

施策の体系

健康づくりと生活習慣病予防・重症化予防

保健福祉・医療体制の充実

みんなで健康になれる
まちづくり
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資料 /岩手県「岩手県保健福祉年報」（平成 29 年度）

県内市別　３大疾病年齢調整死亡率

資料 /厚生労働省「市区町村別生命表」（平成 27 年）
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2030年のありたい姿
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主な施策

２－１ 健康づくりと生活習慣病予防・重症化予防
１　幼少期からの正しい生活習慣の獲得

２　働き盛り世代（青年期＊・壮年期＊）の生活習慣病予防と重症化予防

＊

＊

３　高齢者の生活機能維持と介護予防の推進

４　生きることの包括的支援

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

2 みんなで健康になれるまちづくり

65

２－２ 保健福祉・医療体制の充実
１　地域医療の充実

２　感染症対策の推進

３　保健福祉サービスの充実

施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

脳血管疾患による年齢調整死亡率 52.5
（平成 29 年度） 46.0 40.9

第 1号被保険者の要支援・要介護認定率 ( 合計認定率 ) 20.1％
（令和元年度） 19.6％ 19.2％

特定健診受診率 37.1％
（令和元年度） 50.0％ 60.0％

通いの場やボランティア活動に週 1回以上参加してい
る人の割合

13.2％
（令和元年度 ) 20.3％ 26.3％
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2030年のありたい姿
誰もが抱える様々な不安や悩みに寄り添い、社会に置き去りにされることがないよう、地域
の中で安心して過ごすことができる環境を創るため、担い手の確保・育成に取り組んでいます。
高齢者、障がい者、子ども、引きこもり、生活困窮者等が、可能な限り住み慣れた地域で、
安心して、自立した自分らしい暮らしを続けることができるよう、多様な主体の連携による
包括的な支援体制が構築されています。
適切な社会保障制度の運営のもと、それぞれのライフステージに応じた健康づくりや介護
予防、個性や能力に応じた活躍の場づくりが地域で一体的に取り組まれることで、年齢や経
済状況、障がいの有無などに関わらず、市民一人ひとりが地域の一員として健康で心豊かに
暮らすことのできる社会が実現しています。

＊

＊

＊

これまでの取組

施策の体系
釡石版地域包括ケアシステムの充実
支え合う地域共生社会の実現
安心して生活できる体制の充実

共に見守り支え合い、
包括的支援による
まちづくり

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

3 共に見守り支え合い、包括的支援によるまちづくり

67

＊

＊

＊

主な施策

１　地域包括ケア連携の推進

現状と課題

２　適切なサービスの提供

３－１ 釡石版地域包括ケアシステムの充実
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３－３ 安心して生活できる体制の充実
１　生活を支える福祉の充実

２　社会保障制度の適切な運営

＊

＊

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

家族や友人、地域との交流がない人の割合 4.2％ 3.5％ 3.0％

４　ユニバーサルデザイン＊の推進

５　障がい福祉の充実

２　地域の特色を生かしたサービスの提供

３　地域における拠点づくり

３－２ 支え合う地域共生社会の実現
１　総合的な相談支援体制の構築・強化

第１章　あらゆる人の幸せをみんなで考えつくるまち　〈保健福祉〉

3 共に見守り支え合い、包括的支援によるまちづくり

人と自然が共存し
安心して暮らせるまち

第２章 生活環境
第２部 基本目標ごとの施策
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2030年のありたい姿
海、山、川の自然環境や生き物についての環境学習が推進され、市民、事業者、行政等と
の連携・協働による取組が行われています。
豊かな自然環境を保全し、環境負荷を低減する暮らしや事業活動が営まれ、再生可能エネ
ルギーの地産地消が推進され、地球温暖化対策や３Ｒ＊の取組を推進することにより、循環
型社会の先進的な地域となっています。

現状と課題

これまでの取組
自然保護に関する観察会参加者の推移

資料 /釡石市

18 21 33 17 16
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統計データ

第２章　人と自然が共存し安心して暮らせるまち　〈生活環境〉

1 快適に暮らし自然と共存するまちづくり

施策の体系

人と自然が共生する環境づくりの推進

地球環境に配慮したまちづくりの推進

快適に暮らし
自然と共存する
まちづくり

71

統計データ

主な施策
１－１ 人と自然が共生する環境づくりの推進
１　環境保護意識の向上

２　公害の未然防止の強化

１－２ 地球環境に配慮したまちづくりの推進
１　安定的なエネルギー供給の対策と地球環境保護の推進

2

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

市民一人１日当たりのごみ排出量 1,108g 1,042g 992g

２　地域と連携したごみの減量化及びリサイクル推進

資料 /釡石市

7,957 7,571 7,255 7,019 6,749 
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2030年のありたい姿
支線部の住民の交通問題がコミュニティの力で解決され、地域公共交通の利便性が向上し、
移動や外出の負担が軽減されることにより、人の循環が活発化しています。
高齢者や障がい者の移動支援施策や交通事故防止施策にテクノロジーの積極的導入が図ら
れています。
子どもや高齢者をはじめとした交通弱者を守る関係機関と連携した広報啓発活動により、
交通事故の抑止対策を推進し、交通事故の少ない安全・安心なまちづくりが継続的に行われ
ています。
空家等の発生予防や適正管理を推進することで、景観・治安に悪影響を及ぼす空家等が減
少し、生活環境が保全され、安全で安心して暮らせる社会が実現されています。
消費者トラブルの未然防止と早期解決のため、消費者被害の防止に向けた情報提供などに
よる消費者教育が推進され、相談機能も充実しています。

これまでの取組

施策の体系

快適で
安心・安全な
まちづくり

犯罪や事故のない地域づくりの推進
消費者保護の強化
持続可能な交通体系の整備
交通安全の確保

第２章　人と自然が共存し安心して暮らせるまち　〈生活環境〉

2 快適で安心・安全なまちづくり

73

統計データ

＊

現状と課題
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統計データ

主な施策

２－１ 犯罪や事故のない地域づくりの推進
１　防犯意識の向上及び防犯・見守り活動の推進

２　適正な街灯の設置及び維持管理の推進

２－２ 消費者保護の強化
１　高齢者及び若年者への消費者教育の推進

＊

２　複雑多様な相談に対応した体制の充実

３　空家等の適正管理の推進

＊

資料 / 釡石市

市内空き家の老朽度・危険度ランク

第２章　人と自然が共存し安心して暮らせるまち　〈生活環境〉

2 快適で安心・安全なまちづくり

75

２－３ 持続可能な交通体系の整備
１　バス路線の幹線支線を支える取組の推進

＊

２　鉄道利用促進支援

３　「みんなでつなげる地域公共交通」の推進

２－４ 交通安全の確保
１　交通安全対策の充実

２　高齢者の交通事故防止対策

施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）
近隣住民等から相談や情報提供があった適正管理が
行われていない空家等の件数

36/983 件
（令和3年1月） 25 件 0件

日常生活のためのバス、鉄道などの公共交通に対す
る満足度

10.0％
（令和2年10月） 15.0％ 20.0％
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統計データ
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2030年のありたい姿
自然環境や歴史・文化的環境と市街地環境が調和した釡石らしさが保全・活用されるとと
もに、道路や河川、住宅や公園、上下水道施設等の生活インフラが計画的に整備・維持管理
され、安全性と利便性が向上し、衛生的で健康的な心地よい生活空間を創生するまちづくり
が進められています。

これまでの取組

施策の体系

生活基盤が
充実した
まちづくり

水道水の安定的で健全な供給
下水道施設の適切な維持管理と整備推進
上下水道の経営基盤の強化

安全で快適な生活環境の整備

現状と課題

第２章　人と自然が共存し安心して暮らせるまち　〈生活環境〉

3 生活基盤が充実したまちづくり

77
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３－２ 水道水の安定的で健全な供給
１　アセットマネジメント＊の導入

２　施設の適切な維持管理
＊

主な施策

３－１ 安全で快適な生活環境の整備
１　道路・道路施設の整備

２　安全な道路環境の整備

３　公園・緑地等の整備

４　住宅・住環境の整備充実

第２章　人と自然が共存し安心して暮らせるまち　〈生活環境〉

3 生活基盤が充実したまちづくり

79
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施策の成果指標

指　　　標 現状値 目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

有収率＊ 78.0％
（令和元年度） 82.0％ 85.0％

汚水処理人口普及率 80.2％
（令和元年度） 84.4％ 87.7％

市道改良率 59.3％
（平成31年4月1日） 59.5％ 59.7％

市道舗装率 53.4％
（平成31年4月1日） 53.8％ 54.2％

市道の歩道設置延長 29,659m
（平成31年4月1日） 30,600m 31,600m

３－３下水道施設の適切な維持管理と整備推進

１　汚水処理施設の改築更新及び汚水管の整備

２　雨水排水処理施設の改築更新及び雨水管の整備

３－４上下水道の経営基盤の強化

１　収益の維持・確保

２　上下水道事業に関する普及啓発

未来をつくる
人と産業が育つまち

第３章 産業雇用
第２部 基本目標ごとの施策
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統計データ

2030年のありたい姿
豊かな森林と水に恵まれた自然資源及び景観資源の保全が図られ、貴重な資源として次代
に継承されています。
土地の所有者、境界、面積などを明確にする地籍調査が進められ、土地に関わる多くの公
共事業や経済活動の基礎資料として多方面で活用されています。
当市の土地利用の特性を踏まえ、低未利用地＊や公共施設、災害危険区域＊における移転
跡地利用が進み、適正かつ充実した土地利用が図られています。

これまでの取組

施策の体系

効率的な土地利用 適正な土地利用の推進

資料 /釡石市

釡石市国土調査（地籍調査）事業実施状況

22

23

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

1 効率的な土地利用

83

＊

＊

＊

現状と課題

主な施策

１－１ 適正な土地利用の推進
１　地域特性を踏まえた計画的な土地利用の促進

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

地籍調査事業の進捗率 67.6％ 77.2％ 84.6％
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統計データ
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2030年のありたい姿
円滑な事業承継や、商工業者の人材育成が着実に進むことによって、魅力ある個店づくり
が進展し、地域の素材と伝統とを生かした産業が発展するとともに、地域内外の事業者同士
の異業種連携などにより新たな価値が創出されることで、経済は活発化し、地域内での好循
環が実現しています。
また、テレワークやワーケーションなどの働き方の多様化の進展により、新たな人の流れ
が生まれ、新規事業・企業の立地が進むとともに、新しいことに挑戦する風土の上には新し
いビジネスマインド＊を持った事業者による起業や第二創業＊が生まれ、地域発の新規事業が
次々と創出されています。

＊

これまでの取組

現状と課題

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

2 商工業の振興と新たな産業の創出

施策の体系

商工業の振興と企業誘致による雇用の創出

起業・創業支援と新事業の創出

商工業の振興と
新たな産業の創出

85

＊

主な施策

２－１ 商工業の振興と企業誘致による雇用の創出
１　商業の振興と魅力ある商店街づくりの推進

資料 /釡石市

地元購買率の推移
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統計データ

資料 /経済産業省「商業統計調査」

卸・小売の年間販売額の推移

88,009 

78,133 

51,720 

72,337 

90,089 

3,755 
3,262 

1,712 
2,042 

2,392 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

16 19 24 26 28

資料 /経済産業省「工業統計調査」

製造品出荷額の推移

11,079 

11,473 
11,131 

12,465 

12,960 

3,111 
3,026 

3,249 

3,540 3,477 

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

13,500

26 27 28 29 30

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

商工業の振興と新たな産業の創出2

87

施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

商品販売額 901億円/年
（平成 28 年） 900億円/年 900億円/年
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2030年のありたい姿
東北横断自動車道釡石秋田線（釡石自動車道）、三陸沿岸道路の結節点に位置する釡石港は、

「世界につながる国際貿易港」として利用が拡大しています。また、十字路が形成された釡石
港・釡石市は、その地理的優位性により、物流関連産業の集積はもとより、加工貿易の促進
に裏付けされた輸出産業の集積など、地域経済の活性化が図られています。

これまでの取組

施策の体系

釡石港の流通拠点化 釡石港の利用拡大と機能強化
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釡石港コンテナ貨物取扱量の推移

統計データ
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3 釡石港の流通拠点化

89

＊

現状と課題

主な施策

３－１ 釡石港の利用拡大と機能強化
１　コンテナ物流の拡大

２　ＲＯＲＯ船航路の誘致

＊

３　港の物流機能強化

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

釡石港コンテナ貨物取扱量 9,292
TEU/ 年

20,000
TEU/ 年

35,000
TEU/ 年

ＲＯＲＯ船定期航路便数 0便 /週 1便/不定期 1便 / 週
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2030年のありたい姿
水産業については、水産業振興のけん引役である釡石市魚市場の体制強化、市内外の漁船
誘致により、三陸有数の集出荷・加工拠点になっています。また、市内外への釡石の魚の認
知度向上の取組により、身近に魚を感じられることができる「魚のまちかまいし」が復活し、
漁獲物の付加価値等漁業所得の向上への取組と漁業のＩＴ化により、漁業の担い手が育ち、
持続可能な産業になっています。
農業については、温暖で降雪量が少ない地域特性を生かした農産物の生産振興や甲子柿の
６次産業化＊など釡石型農業が確立しています。林業については、低コストで高効率な作業シ
ステムが実現し、効果的な森林整備・森林資源の活用が図られています。こうした取組により、
農林業従事者の所得向上が図られ、担い手確保が進んでいます。

＊

これまでの取組

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

4 水産・農林業の振興

施策の体系

魚のまち「かまいし」復活に向けた取組の推進

魅力ある農林業の創出と地域の活性化
水産・農林業の振興

91

＊

現状と課題

統計データ

資料 /農林水産省「農林業センサス」資料 /釡石市「釡石東部漁協、釡石湾漁協、唐丹町漁協
業務報告書」

漁協組合員の推移 農家数と農業就業人口の推移
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４－２ 魅力ある農林業の創出と地域の活性化
１　釡石型農業の確立と担い手の確保

＊

３　魚が感じられるまちづくりの推進

２　漁協の生産体制の強化と漁業者の所得向上

主な施策

４－１ 魚のまち「かまいし」復活に向けた取組の推進
１　釡石市魚市場を中心とした生産・流通体制の強化

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

4 水産・農林業の振興

93

２　地産地消の推進等による所得の向上

施策の成果指標

農業産出額 370百万円
（平成 30 年度） 370百万円 370百万円

指　　　標 現状値 目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

漁業所得金額（組合員一人当たり）
682千円/人

781千円/人 848千円/人（平成26～ 30年
の最大小年を除
いた平均値）

森林経営管理権集積計画策定済み面積 0 ha
（令和２年度） 900 ha 1,900 ha

シカ捕獲頭数 1,282頭 /年
（令和元年度） 1,450頭 /年 1,600頭 /年

３　森林経営管理制度による地域林業の成長産業化への取組の推進

４　林家の所得向上と担い手確保に向けた取組の推進

５　農林業被害抑制に向けた鳥獣対策と担い手確保に向けた取組の推進

６　農林畜産業施設の適切な維持管理と整備
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＊

これまでの取組

＊

TM

＊

現状と課題

集客力、市内観光の回遊性向上に向け、市内の多様な関係者との協働により、宿泊を伴う
釡石ならではの魅力的な滞在交流型観光システムが構築され、市内外から訪れる人で賑わい、
様々な交流が生まれることで活気に満ち溢れています。
また、特産品等を活用した商品の開発、販路の拡充など、物産の振興や地域ブランド創出
の取組、ふるさと納税など様々な媒体を通じた市内外への発信により、釡石ファンやリピー
ターの輪が広がり、東日本大震災からの復興の過程で様々な絆やつながりが生まれた多くの
方々が当市を訪れ、交流の発展、拡大につながっています。

2030年のありたい姿

施策の体系

稼ぐ力を高める戦略的な観光地域づくりと滞在交流型観光の推進

釡石の強みを生かした国内外の交流の拡大
観光振興と
交流人口の拡大

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

5 観光振興と交流人口の拡大
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統計データ
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2030年のありたい姿

施策の体系

稼ぐ力を高める戦略的な観光地域づくりと滞在交流型観光の推進

釡石の強みを生かした国内外の交流の拡大
観光振興と

交流人口の拡大

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

5 観光振興と交流人口の拡大
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主な施策

５－１ 稼ぐ力を高める戦略的な観光地域づくりと滞在交流型観光の推進
１　ＤＭＯを中心とした観光地域づくりの推進

２　多様な観光イベントの開催と誘客促進

３　地域ブランドの創出と物産振興

４　観光資源を活用した滞在型観光の創出

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

5 観光振興と交流人口の拡大
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５－２ 釡石の強みを生かした国内外の交流の拡大
１　サステイナブルツーリズム（持続可能な観光）とインバウンドの推進

２　ラグビーを核にしたスポーツツーリズムの推進

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値
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千人泊

115
千人泊

149
千人泊
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2030年のありたい姿
働き方の多様化が進み、ライフスタイルに併せた柔軟な働き方ができる職場環境が構築さ
れ、年齢や性別、障がいや国籍等に左右されず自分らしい働き方、生き方が実現できています。
また、地域事業者の魅力的な取組や効果的な情報発信により、若い世代のＵ・Ｉターン者
が増え、一次産業や市内中小企業など地域産業を担う人材が確保されるとともに、事業者の
人材育成の強化により定着が図られ、中長期的な労働力が確保できています。

これまでの取組

現状と課題

施策の体系

労働力確保と定着のための支援

Ｕ・Ｉターンの強化
移住定住の推進と
雇用の確保

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

6 移住定住の推進と雇用の確保

99

１　地域事業者との連携

主な施策
６－１ 労働力確保と定着のための支援
１　多様な働き方の推奨と生産性向上に向けた支援

２　就労支援の充実

３　人材確保の推進

６－２ Ｕ・Ｉターンの強化

統計データ
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施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

釡石公共職業安定所管内の有効求人倍率 0.75 倍
（令和2年3月） 1.00 倍 1.00 倍

転入者数 965 人
（令和元年度） 1,024 人 1,024 人

３　特色ある移住誘致

２　効果的な情報発信

資料 /釡石市

有効求人倍率の推移

統計データ

2625 27 28 28

12

25

12

2423 23

12

24

12

26

12

27

12

29 30

12

3029

12 12

31

10

第３章　未来をつくる人と産業が育つまち　〈産業雇用〉

6 移住定住の推進と雇用の確保

地域と人のつながりの中で
みんなが育つまち

第４章 教育文化
第２部 基本目標ごとの施策
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2030年のありたい姿
幼児については、就学前の子どもが保護者の就労状況や障がいの有無、通っている施設の
種類に関わらず、等しく幼児教育を受けることができており、健やかな成長が図られています。
学校においては、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が推進され、確かな
学力を身につけ、豊かな心と健やかな体を育むとともに、学校と家庭・地域が連携し、キャ
リア教育や探究的な学習＊が促進されることで主体的に取り組む児童生徒が増え、「強く生き
抜く力」が身についています。
各小中学校において実践されている「いのちの教育」によって、地域や自然に対する理解、
郷土への誇りが深まり、「強く生き抜く力」が育成され、自他の命を守るために適切に判断し、
主体的に行動できています。

これまでの取組

施策の体系

健やかな成長を図る幼児教育の充実

生きる力を育む学校教育の充実
未来を担う

子どもたちの育成

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

1 未来を担う子どもたちの育成

103

現状と課題

統計データ
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主な施策

１－１ 健やかな成長を図る幼児教育の充実
１　幼児教育施設における教育内容の充実

２　家庭や地域との連携強化

３　幼児教育施設と小学校との連携強化

１－２ 生きる力を育む学校教育の充実
１　確かな学力の育成

２　豊かな心の育成

３　健やかな体の育成

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

1 未来を担う子どもたちの育成

105

４　いのちの教育の推進

５　国際理解教育の充実

６　小学校から高等学校までの系統的なキャリア教育の推進

施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）
５歳児の育ちを促す共通の指導指針に基づいた取組
を行っている園の割合

76.9％
（令和元年度） 100.0％ 100.0％

「自分にはよいところがあると思っている（自己肯定
感を持っている）児童生徒（積極的肯定）」の割合

28.0％
（小学生）

（平成31年4月）
35.0％
（小学生）

40.0％
（小学生）

14.0％
（中学生）

（平成31年4月）
25.0％
（中学生）

30.0％
（中学生）
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主な施策
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2030年のありたい姿
学校と地域が連携し、郷土芸能や産業学習、地場産物を活用した食育、鉄に関する学習な
ど各地域の特色に応じた「釡石らしさ」を生かした学びを通じて郷土愛が醸成され、将来的
に釡石に愛着を持って関わり続け、釡石の発展を支える人材が育成されています。
インクルーシブ教育＊の理解が進み、共生社会が実現されています。
子どもたちやその保護者、教職員のストレス障害などを早期に把握し、教育現場における
細やかなケアができています。

これまでの取組

現状と課題

施策の体系

地域づくりに寄与する特色ある教育活動の推進

教育環境の充実とさらなる向上
子どもを育む
環境づくり

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

2 子どもを育む環境づくり
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学校と地域が連携し、郷土芸能や産業学習、地場産物を活用した食育、鉄に関する学習な

ど各地域の特色に応じた「釡石らしさ」を生かした学びを通じて郷土愛が醸成され、将来的
に釡石に愛着を持って関わり続け、釡石の発展を支える人材が育成されています。
インクルーシブ教育＊の理解が進み、共生社会が実現されています。
子どもたちやその保護者、教職員のストレス障害などを早期に把握し、教育現場における

細やかなケアができています。

これまでの取組

現状と課題

施策の体系

地域づくりに寄与する特色ある教育活動の推進

教育環境の充実とさらなる向上
子どもを育む
環境づくり

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

2 子どもを育む環境づくり
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資料 / 釡石市
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統計データ
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主な施策

２－１ 地域づくりに寄与する特色ある教育活動の推進
１　地域との交流の推進

２　郷土理解を深め、郷土への誇りと愛着を育む活動

３　児童生徒の主体的な活動の推進

４　学校給食を生かした食育の推進

鉄づくり体験（釜石市立甲子中学校）

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

2 子どもを育む環境づくり
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施策の成果指標

指　　　標 現状値
（令和元年 10 月）

目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

市内小中学生が「自分の住む地域や社会をよくする
ために、何をすべきか考えたことがある（積極肯定）」
と回答した割合

21.0％
（小学生）
18.0％
（中学生）

25.0％
（小学生）
25.0％
（中学生）

25.0％
（小学生）
30.0％
（中学生）

２－２ 教育環境の充実とさらなる向上
１　学校施設の適正な維持管理と環境整備

＊

２　家庭や地域との連携強化

３　相談機能の充実

４　特別支援教育の充実
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主な施策

２－１ 地域づくりに寄与する特色ある教育活動の推進
１　地域との交流の推進

２　郷土理解を深め、郷土への誇りと愛着を育む活動

３　児童生徒の主体的な活動の推進

４　学校給食を生かした食育の推進

鉄づくり体験（釜石市立甲子中学校）
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施策の成果指標

指　　　標 現状値
（令和元年 10 月）

目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

市内小中学生が「自分の住む地域や社会をよくする
ために、何をすべきか考えたことがある（積極肯定）」
と回答した割合

21.0％
（小学生）
18.0％
（中学生）

25.0％
（小学生）
25.0％
（中学生）

25.0％
（小学生）
30.0％
（中学生）

２－２ 教育環境の充実とさらなる向上
１　学校施設の適正な維持管理と環境整備

＊

２　家庭や地域との連携強化

３　相談機能の充実

４　特別支援教育の充実
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2030年のありたい姿
生涯学習では、多様な市民が教育や生涯学習に参画できる環境が整っており、様々なライ
フステージに応じて、市民が生涯を通じて自己を磨き、豊かな人生を送ることができています。
スポーツ面では、ラグビーワールドカップ 2019TM 日本大会岩手・釡石開催をレガシーに、
全ての市民がラグビーをはじめとしたスポーツに親しむ機会が創出されています。また、大
規模なスポーツイベントが開催され、「ラグビーのまち釡石」としての認知度が一層向上し
ています。
公民館、図書館や市民ホール、市民体育館などの公共施設は、効率的な維持管理が図られ、
市民の生涯学習活動の拠点として、地域コミュニティの活性化が図られています。

TM

これまでの取組

TM

現状と課題

施策の体系

学びと実践が循環しつながりを創出する生涯学習社会の形成

豊かな生活と新たな価値を生み出すスポーツの推進
生涯学習・

スポーツの振興

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

3 生涯学習・スポーツの振興
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統計データ

資料 /釡石市「釡石市生涯学習基礎調査」（平成 29 年度）
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2030年のありたい姿
生涯学習では、多様な市民が教育や生涯学習に参画できる環境が整っており、様々なライ
フステージに応じて、市民が生涯を通じて自己を磨き、豊かな人生を送ることができています。
スポーツ面では、ラグビーワールドカップ 2019TM 日本大会岩手・釡石開催をレガシーに、
全ての市民がラグビーをはじめとしたスポーツに親しむ機会が創出されています。また、大
規模なスポーツイベントが開催され、「ラグビーのまち釡石」としての認知度が一層向上し
ています。
公民館、図書館や市民ホール、市民体育館などの公共施設は、効率的な維持管理が図られ、
市民の生涯学習活動の拠点として、地域コミュニティの活性化が図られています。

TM

これまでの取組

TM

現状と課題

施策の体系

学びと実践が循環しつながりを創出する生涯学習社会の形成

豊かな生活と新たな価値を生み出すスポーツの推進
生涯学習・

スポーツの振興
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3 生涯学習・スポーツの振興
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統計データ

資料 /釡石市「釡石市生涯学習基礎調査」（平成 29 年度）
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主な施策

３－１ 学びと実践が循環しつながりを創出する生涯学習社会の形成
１　ライフステージや社会の要請に応じた学習機会の提供

２　地域全体で子どもを育む環境づくりの推進

３　大学や関係機関・団体等との連携強化

４　施設の適切な維持管理と整備

５　読書活動の推進

６　学習支援・指導を担う人材の育成

３－２ 豊かな生活と新たな価値を生み出すスポーツの推進
１　市民スポーツの振興

２　スポーツによる交流人口の創出
TM

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

3 生涯学習・スポーツの振興

113

３　スポーツ関係団体等との連携強化

４　スポーツ施設の利用促進

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

市民一人当たりの公民館施設利用回数 2.25 回 2.25 回 2.25 回

スポーツ合宿誘致団体数 0団体 13 団体 15 団体

市民一人当たりの体育施設利用回数 4.21 回 4.50 回 5.00 回

市民一人当たりの健康づくり教室利用回数 0.26 回 0.30 回 0.40 回

統計データ

資料 /釡石市

釡石市民体育館利用者数及び釡石鵜住居復興スタジアム来場者数の推移
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主な施策

３－１ 学びと実践が循環しつながりを創出する生涯学習社会の形成
１　ライフステージや社会の要請に応じた学習機会の提供

２　地域全体で子どもを育む環境づくりの推進

３　大学や関係機関・団体等との連携強化

４　施設の適切な維持管理と整備

５　読書活動の推進

６　学習支援・指導を担う人材の育成

３－２ 豊かな生活と新たな価値を生み出すスポーツの推進
１　市民スポーツの振興

２　スポーツによる交流人口の創出
TM

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

3 生涯学習・スポーツの振興
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３　スポーツ関係団体等との連携強化

４　スポーツ施設の利用促進

施策の成果指標
指　　　標 現状値

（令和元年度）
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

市民一人当たりの公民館施設利用回数 2.25 回 2.25 回 2.25 回

スポーツ合宿誘致団体数 0団体 13 団体 15 団体

市民一人当たりの体育施設利用回数 4.21 回 4.50 回 5.00 回

市民一人当たりの健康づくり教室利用回数 0.26 回 0.30 回 0.40 回

統計データ
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2030年のありたい姿
釡石の歴史・文化財・郷土芸能が継承され、世代を超えたつながりが育まれるとともに、
屋形遺跡は国指定史跡となり、交流人口の創出の場となっています。また、世界遺産「明治
日本の産業革命遺産」の構成資産である橋野鉄鉱山を中心に、近代製鉄発祥の地として歴史・
文化の魅力が世界に発信されています。
芸術文化については子どもから大人まで誰もが芸術文化に親しみ、触れ合うことができ、
市民の自主的・創造的な芸術文化活動が促進されています。
市民にとって、歴史・文化・芸術は心の拠り所となり、心豊かな生活が実現しています。

施策の体系
歴史・文化の継承と文化財の普及・啓発の推進

芸術文化活動の推進
橋野鉄鉱山の保存・整備・活用と鉄の歴史・文化の発信歴史・文化・

芸術文化の振興

これまでの取組

現状と課題

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

4 歴史・文化・芸術文化の振興
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主な施策
４－１ 歴史・文化の継承と文化財の普及・啓発の推進
１　歴史・文化の継承

２　文化財の普及・啓発の推進

３　郷土芸能の伝承支援

４　埋蔵文化財の調査

統計データ

資料 /釡石市

橋野鉄鉱山インフォメーションセンター、旧釡石鉱山事務所、鉄の歴史館、
郷土資料館来訪者数の推移
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2030年のありたい姿
釡石の歴史・文化財・郷土芸能が継承され、世代を超えたつながりが育まれるとともに、

屋形遺跡は国指定史跡となり、交流人口の創出の場となっています。また、世界遺産「明治
日本の産業革命遺産」の構成資産である橋野鉄鉱山を中心に、近代製鉄発祥の地として歴史・
文化の魅力が世界に発信されています。
芸術文化については子どもから大人まで誰もが芸術文化に親しみ、触れ合うことができ、

市民の自主的・創造的な芸術文化活動が促進されています。
市民にとって、歴史・文化・芸術は心の拠り所となり、心豊かな生活が実現しています。

施策の体系
歴史・文化の継承と文化財の普及・啓発の推進

芸術文化活動の推進
橋野鉄鉱山の保存・整備・活用と鉄の歴史・文化の発信歴史・文化・

芸術文化の振興

これまでの取組

現状と課題
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4 歴史・文化・芸術文化の振興

115

主な施策
４－１ 歴史・文化の継承と文化財の普及・啓発の推進
１　歴史・文化の継承

２　文化財の普及・啓発の推進

３　郷土芸能の伝承支援

４　埋蔵文化財の調査

統計データ

資料 /釡石市
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２　近代製鉄の歴史・文化の発信と学びの充実

３　世界遺産関連施設の適切な管理運営

４－３ 芸術文化活動の推進
１　芸術文化の充実と活動支援

２　郷土の歴史文化の継承

施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）
釡石市橋野鉄鉱山インフォメーションセンター・釡
石市立鉄の歴史館・旧釡石鉱山事務所・釡石市郷土
資料館の来訪者総数

30,059 人 31,470 人 32,967 人（平成29～令和
元年度の平均）

市内の郷土芸能活動団体数 43 団体
（令和元年度） 43 団体 43 団体

市民一人あたりの市民ホール利用回数 3.5 回
（平成 30 年度） 3.8 回 4.2 回

４－２ 橋野鉄鉱山の保存・整備・活用と鉄の歴史・文化の発信
１　橋野鉄鉱山の保存・整備・活用の推進

第４章　地域と人のつながりの中でみんなが育つまち　〈教育文化〉

4 歴史・文化・芸術文化の振興

過去に学び
みんなが命を守れるまち

第５章 危機対応
第２部 基本目標ごとの施策
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2030年のありたい姿
実践的な防災訓練の実施や防災に関する学習機会の提供により、「命の尊さ」を市民一人ひ
とりが考え、自分の命は自分で守るという意識が醸成されています。また、防災に関する正
しい知識を身につけ、災害時には、自分が災害に遭う危険性の正しい認識と判断で、市民一
人ひとりが適切な避難行動を行えています。
「釡石市防災市民憲章」が市民一人ひとりに浸透し、今までの震災の教訓を忘れず、未来に
命の尊さを伝えることができています。

施策の体系

迅速かつ確実な避難行動を行える防災意識の醸成防災意識の向上

これまでの取組

現状と課題

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

1 防災意識の向上

119

主な施策

１－１ 迅速かつ確実な避難行動を行える防災意識の醸成
１　防災教育の充実

２　実践的な防災訓練の実施

３　防災に関する正しい知識の習得

４　災害伝承の仕組みと体制づくり
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５　ハザードマップの整備

６　東日本大震災の検証と風化防止に向けた取組

施策の成果指標

７　多様な避難のあり方についての意識醸成

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

1 防災意識の向上

指　　　標 現状値
（令和元年 7月）

目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

「釡石市防災市民憲章」について、聞いたことがあ
り意味も理解している割合 25.1％ 40.0％ 50.0％

行政が主催する防災講演会や防災活動へ参加してい
る割合 22.7％ 40.0％ 50.0％

121

資料 / 釡石市「次期釡石市総合計画策定に係るアンケ―ト調査」（令和元年度）

次の災害が発生した場合のリスクについて、どの程度知っているか
　（津波、土砂災害、洪水）

統計データ
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施策の体系

地域防災機能の充実地域防災力の向上

＊

＊

これまでの取組

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

2 地域防災力の向上
学校や地域、行政が連携し、まちぐるみの防災活動が行われており、ともに助け合うことで
災害からより多くの命を守るという住民意識が形成され、地域防災力の向上が図られています。
災害時には、まず自分自身や家族の安全を確保した後に、近所や地域の方々と助け合いな
がら、公的な支援が届くまでの間、地域全体での災害対応を実践し、地域住民の命を守るこ
とができています。また、避難するのに支援が必要な避難行動要支援者＊を、近所、地域、行
政が一体となり支援し、一人として逃げ遅れることがなく命を守ることができる体制が整備
されています。

2030年のありたい姿

現状と課題

123

主な施策

２－１ 地域防災機能の充実
１　地域コミュニティの充実

２　自主防災組織と消防団活動の活性化

資料 /釡石市
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統計データ

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

2 地域防災力の向上

４　地域防災機能の連携

５　地区防災計画の策定

３　防災士の養成及び組織化

資料 /釡石市
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施策の成果指標
指　　　標 現状値 目標値

（令和７年度）
目標値

（令和 12年度）

自主防災組織の組織数 45 組織
（令和2年12月1日） 60 組織 70 組織

20 ～ 39 歳の消防団員の割合 26.8％
（令和2年4月1日） 30.0％ 33.0％
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2030年のありたい姿
津波・高潮対策では、水門や陸閘＊の自動閉鎖システムが稼働し、防潮堤等海岸保全施設の
機能が有効に発揮されています。土砂災害・洪水・内水氾濫対策では、砂防えん堤の整備が
進むとともに、河川堤防の整備や河道掘削、排水路や道路側溝等施設整備による安全性の向
上が図られています。
また、地震・津波、洪水・土砂災害など災害の状況に応じた安全な避難場所や、高齢者、
障がい者、外国人等の要配慮者に配慮した避難所の整備が進むとともに多様な避難のあり方
について実践が図られています。市ホームページやモバイルメール等を活用した災害情報等
の情報伝達がスムーズに行われ、ソフト対策を加えた多重防御により、災害から市民の生命
と暮らしを守ることができています。
災害対策本部の実行体制の強化が図られるとともに、防災関係機関の連携が進み、災害時の
事前対策や情報収集・情報発信、救助・救援活動などの的確な災害対応が可能になっています。

施策の体系

これまでの取組

＊

現状と課題

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

3 多重防御による防災・減災対策

施設整備等による安全性の向上

ソフト対策を加えた多重防御
多重防御による
防災・減災対策

127

主な施策
３－１ 施設整備等による安全性の向上
１　津波、高潮対策の推進

２　土砂災害対策の推進
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３－２ ソフト対策を加えた多重防御
１　避難経路や避難場所の整備

２　避難環境の整備

＊

３　情報伝達体制の整備

４　災害対策本部等実行体制の強化

施策の成果指標

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

3 多重防御による防災・減災対策

指　　　標 現状値 目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

行政が指定している避難場所を確認している割合 77.1％
（令和元年7月） 90.0％ 100.0％

釡石市の災害情報メールサービスへの登録 6,423 件
（令和2年8月15日） 12,000 件 15,000 件

４　災害対応を考慮した新市庁舎整備

３　洪水・内水氾濫対策の推進

第３部 地区別計画
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３－２ ソフト対策を加えた多重防御
１　避難経路や避難場所の整備

２　避難環境の整備

＊

３　情報伝達体制の整備

４　災害対策本部等実行体制の強化

施策の成果指標

第５章　過去に学びみんなが命を守れるまち　〈危機対応〉

3 多重防御による防災・減災対策

指　　　標 現状値 目標値
（令和７年度）

目標値
（令和 12年度）

行政が指定している避難場所を確認している割合 77.1％
（令和元年7月） 90.0％ 100.0％

釡石市の災害情報メールサービスへの登録 6,423 件
（令和2年8月15日） 12,000 件 15,000 件

４　災害対応を考慮した新市庁舎整備

３　洪水・内水氾濫対策の推進

第３部 地区別計画
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地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 釡石地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 14㎢ 約 3％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 4,792 人 14.8％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 31.5％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 45.6% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 釡石地区 / 新浜町１～２丁目、東前町、魚河岸、

浜町１～３丁目、港町１～２丁目、只越町１～３
丁目、天神町、大只越町１～２丁目、大町１～３
丁目、大渡町１～３丁目、鈴子町、駒木町、松原
町１～３丁目、嬉石町１～３丁目、大平町１～３
丁目、大字釡石第 16 地割

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

1 釡 石 地 区
第３部　地区別計画

131

基本方針

住民一人ひとりが元気で輝くまちづくり
基本目標

「声をかけ合い」「助け合い」「支え合える」まち
地域による取組（自助）

＊

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

多世代の参画による地域活動

基
本
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想

基
本
計
画
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地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 釡石地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 14㎢ 約 3％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 4,792 人 14.8％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 31.5％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 45.6% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 釡石地区 / 新浜町１～２丁目、東前町、魚河岸、

浜町１～３丁目、港町１～２丁目、只越町１～３
丁目、天神町、大只越町１～２丁目、大町１～３
丁目、大渡町１～３丁目、鈴子町、駒木町、松原
町１～３丁目、嬉石町１～３丁目、大平町１～３
丁目、大字釡石第 16 地割

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

1 釡 石 地 区
第３部　地区別計画

131

基本方針

住民一人ひとりが元気で輝くまちづくり
基本目標

「声をかけ合い」「助け合い」「支え合える」まち
地域による取組（自助）

＊

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

多世代の参画による地域活動

基
本
構
想

基
本
計
画

釡
　
石

保
健
福
祉

生
活
環
境

産
業
雇
用

教
育
文
化

危
機
対
応

地
区
別
計
画

地
区
別
計
画

地
区
別
計
画



132

2 平 田 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 平田地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 26㎢ 約 6％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 3,533 人 10.9％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 8.4％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 32.4% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

平田地区 /大字平田第１～９地割、平田町１～３
丁目

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

133

基本方針

みんなで仲良く暮らし、高齢者に優しい地域
基本目標

全ての人が健康で安心して暮らせるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
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想

基
本
計
画
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2 平 田 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 平田地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 26㎢ 約 6％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 3,533 人 10.9％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 8.4％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 32.4% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

平田地区 /大字平田第１～９地割、平田町１～３
丁目

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

133

基本方針

みんなで仲良く暮らし、高齢者に優しい地域
基本目標

全ての人が健康で安心して暮らせるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
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想

基
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3 中 妻 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 中妻地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 6㎢ 約 2％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 3,968 人 12.3％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 19.0％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 38.9% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 中妻地区 /千鳥町１～２丁目、中妻町１～３丁目、

八雲町、上中島町１～４丁目、源太沢町１～２丁
目、住吉町、新町、礼ヶ口町

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

135

基本方針

皆でつくる 
安心・安全な 笑顔あふれるいきいき地域
基本目標

・安全な生活環境を整え、安心して暮らせるまち
づくり

・健康でいきいき暮らせるまちづくり

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画
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平
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妻
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教
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3 中 妻 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 中妻地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 6㎢ 約 2％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 3,968 人 12.3％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 19.0％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 38.9% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 中妻地区 /千鳥町１～２丁目、中妻町１～３丁目、

八雲町、上中島町１～４丁目、源太沢町１～２丁
目、住吉町、新町、礼ヶ口町

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

135

基本方針

皆でつくる 
安心・安全な 笑顔あふれるいきいき地域
基本目標

・安全な生活環境を整え、安心して暮らせるまち
づくり

・健康でいきいき暮らせるまちづくり

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画

釡
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教
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4 甲 子 地 区

地域の主要な課題

地区の概要

区　　分 甲子地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 75㎢ 約 17％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 6,066 人 18.7％
（32,374 人）

対平成22年減少率 0.33％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 33.7% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 甲子地区 / 甲子町第１～ 10 地割、唐丹町（川目

の一部）

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

地区の特色

第３部　地区別計画

137

基本方針

みんなで支え合う持続可能な甲子づくり
基本目標

地域で助け合い人に優しく安心して
将来に希望を持てるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画
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4 甲 子 地 区

地域の主要な課題

地区の概要

区　　分 甲子地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 75㎢ 約 17％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 6,066 人 18.7％
（32,374 人）

対平成22年減少率 0.33％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 33.7% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 甲子地区 / 甲子町第１～ 10 地割、唐丹町（川目

の一部）

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

地区の特色

第３部　地区別計画

137

基本方針

みんなで支え合う持続可能な甲子づくり
基本目標

地域で助け合い人に優しく安心して
将来に希望を持てるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
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想
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本
計
画
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5 小佐野地区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 小佐野地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 45㎢ 約 10％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 7,532 人 23.3％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 9.4％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 40.7% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

小佐野地区 /野田町１～５丁目、定内町１～４丁
目、甲子町第 11 ～ 12 地割・第 14 ～ 16 地割、
小佐野町１～４丁目、小川町１～５丁目、桜木町
１～２丁目

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

139

基本方針

地域とのつながりを大切にし、
誰もが暮らし続けたいと思えるまち
基本目標

全ての人が安心して暮らせるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画
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子

小
佐
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5 小佐野地区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 小佐野地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 45㎢ 約 10％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 7,532 人 23.3％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 9.4％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 40.7% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

小佐野地区 /野田町１～５丁目、定内町１～４丁
目、甲子町第 11 ～ 12 地割・第 14 ～ 16 地割、
小佐野町１～４丁目、小川町１～５丁目、桜木町
１～２丁目

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

139

基本方針

地域とのつながりを大切にし、
誰もが暮らし続けたいと思えるまち
基本目標

全ての人が安心して暮らせるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画
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6 鵜住居地区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 鵜住居地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 64㎢ 約 15％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 3,779 人 11.7％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 43.2％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 38.1% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

鵜住居地区/鵜住居町第１～30地割・１～５丁目、
両石町第１～５地割、片岸町第１～ 10 地割、箱
崎町第１～ 13 地割

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

141

基本方針

住民がいきいきと元気に安心して暮らせるまち
基本目標

・多様な住民による地域活動と健康づくりが行
われるまち

・誰もが住み慣れた地域で安心して生活できる
まち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画

釡
　
石

平
　
田

中
　
妻

甲
　
子

小
佐
野

鵜
住
居

地
区
別
計
画

地
区
別
計
画

地
区
別
計
画
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6 鵜住居地区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 鵜住居地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 64㎢ 約 15％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 3,779 人 11.7％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 43.2％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 38.1% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

鵜住居地区/鵜住居町第１～30地割・１～５丁目、
両石町第１～５地割、片岸町第１～ 10 地割、箱
崎町第１～ 13 地割

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

141

基本方針

住民がいきいきと元気に安心して暮らせるまち
基本目標

・多様な住民による地域活動と健康づくりが行
われるまち

・誰もが住み慣れた地域で安心して生活できる
まち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想
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計
画
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別
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画

地
区
別
計
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7 栗 橋 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 栗橋地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 129㎢ 約 29％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 1,127 人 3.5％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 11.3％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 47.2% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 栗橋地区 / 橋野町第１～ 43 地割、栗林町第１～

24 地割

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

143

基本方針

人がつながり支えあい笑顔あふれるまちづくり
基本目標

地域に誇りを持ち
安心して暮らすことができるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画

釡
　
石

平
　
田

中
　
妻

甲
　
子

小
佐
野

鵜
住
居

栗
　
橋

地
区
別
計
画

地
区
別
計
画
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7 栗 橋 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 栗橋地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 129㎢ 約 29％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 1,127 人 3.5％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 11.3％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 47.2% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳 栗橋地区 / 橋野町第１～ 43 地割、栗林町第１～

24 地割

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区

平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

143

基本方針

人がつながり支えあい笑顔あふれるまちづくり
基本目標

地域に誇りを持ち
安心して暮らすことができるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画

釡
　
石
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中
　
妻
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子

小
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地
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別
計
画

地
区
別
計
画



144

8 唐 丹 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 唐丹地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 81㎢ 約 18％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 1,577 人 4.9％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 25.7％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 46.9% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

唐丹地区 /花露辺、本郷、大曽根、桜峠、小白浜、
片岸、川目の一部、山谷、下荒川、荒川、上荒川、
向、大石、屋形

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区
平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

145

基本方針

住み良い唐丹づくり
基本目標

住民が、安心安全で
いきいきと暮らすことができるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）

協働による取組（互助・共助）

行政による取組（公助）

基
本
構
想

基
本
計
画

釡
　
石

平
　
田

中
　
妻

甲
　
子

小
佐
野

鵜
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居

栗
　
橋

地
区
別
計
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唐
　
丹
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8 唐 丹 地 区

地域の主要な課題

地区の特色

地区の概要

区　　分 唐丹地区 全市に占める割合
（全市）

面 積 約 81㎢ 約 18％
（440.34㎢）

令 和 2 年 人 口 1,577 人 4.9％
（32,374 人）

対平成22年減少率 △ 25.7％ （△ 19.4％）
地 域 高 齢 化 率 46.9% （39.8％）
※各年９月末日現在の住民基本台帳

唐丹地区 /花露辺、本郷、大曽根、桜峠、小白浜、
片岸、川目の一部、山谷、下荒川、荒川、上荒川、
向、大石、屋形

鵜住居地区

甲子地区

栗橋地区

小佐野地区

唐丹地区
平田地区

釡石地区
中妻地区

第３部　地区別計画

145

基本方針

住み良い唐丹づくり
基本目標

住民が、安心安全で
いきいきと暮らすことができるまち

多世代の参画による地域活動

地域による取組（自助）
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行政による取組（公助）
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計画策定の経過
年月 庁内 市民・かまいし未来づくり委員会 総合振興審議会・市議会
7月 第 1回総合計画策定委員会 市民アンケート調査

高校生アンケート調査
9月 第 2回総合計画策定委員会

10 月 ・市議会全員協議会（10/2）
・第 1回総合振興審議会（10/28）

11 月 第 3回総合計画策定委員会
12 月 第 1回総合計画策定委員会

　　　庁内作業部会
まちづくりセミナー（12/26）
第1回かまいし未来づくり委員会
（12/26）

1 月 第 2回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第2回かまいし未来づくり委員会
（1/10）
第3回かまいし未来づくり委員会
（1/29）

2 月 第 3回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第4回かまいし未来づくり委員会
（2/12）
第5回かまいし未来づくり委員会
（2/27）

3 月 第 4回総合計画策定委員会
第 4回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第6回かまいし未来づくり委員会
（3/13）
第7回かまいし未来づくり委員会
（3/26）

4 月 第 5回総合計画策定委員会 かまいし未来づくり委員会
（新しい釡石市総合計画策定に
向けた提言書 中間報告書提出　
4/22）

5 月 第 5回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第8回かまいし未来づくり委員会
（5/21 ～部会毎での開催）

6月 第 6回総合計画策定委員会 新しい釡石市総合計画に関する
地域会議議長会議開催（6/10）

7 月 第9回かまいし未来づくり委員会
（7/13）

市議会市政調査会（7/21）

8 月 ・第 10回かまいし未来づくり委
員会※かまいし絆会議との併催
（8/7）
・かまいし未来づくり委員会（新
しい釡石市総合計画策定に向
けた中間提言書提出　8/28）

9 月 第 7回総合計画策定委員会 市議会市政調査会（9/29）
10 月 第 8回総合計画策定委員会 市政懇談会（10/23 ～ 11/9） ・第 1回総合振興審議会（10/15）

（基本構想の諮問）
・市議会市政調査会（10/20）

11 月 第11回かまいし未来づくり委員会
（新しい釡石市総合計画策定に関
する提言書提出　11/16）

・第 2回総合振興審議会（11/5）
・第 3回総合振興審議会（11/30）
（基本構想の答申）

12 月 市議会全員協議会（12/25）
1 月 実施計画策定 意見募集（1/12 ～ 2/12）
2 月 政策会議 まちづくりセミナー（2/10）
3 月 基本構想・基本計画策定

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

149

釡石市総合振興審議会　委員名簿
区　分 氏　名 所　属　団　体

会長 小泉　嘉明 一般社団法人 釡石医師会
副会長 澤田　政男 一般社団法人 釡石観光物産協会
委員 阿部　範子 一般公募

猪又　信幸 一般社団法人 釡石青年会議所
小笠原　房子 栗橋地区まちづくり会議
河東　英宜 株式会社 かまいしDMC
鹿野　順一 ＮＰＯ法人 アットマークリアスＮＰＯサポートセンター
川﨑　由美子 釡石市婦人消防連絡協議会
菊池　勝彦 岩手県立釡石商工高等学校
菊地　次雄 釡石商工会議所
菊池　録郎 釡石市消防団
橘内　道子 釡石市芸術文化協会
君ヶ洞　剛一 ＮＥＸＴ ＫＡＭＡＩＳＨＩ
久保　知久 釡石地方森林組合
黒田　至 小佐野地域会議
小川原　泉 釡石市漁業協同組合連合会
金野　義男 一般公募
佐々木　啓二 唐丹地域会議
佐々木　淳子 平田地域会議
佐々木　猛 釡石市校長会
佐々木　幾子 釡石保育会
佐々木　秀子 釡石広域介護支援専門員連絡協議会
佐々木　八重子 甲子地域会議
佐藤　力 中妻地区地域会議
柴田　渥 みなとかまいし地区会議
清水　静枝 釡石地区更生保護女性の会
菅原　真子 釡石観光ガイド会
津田　桂子 釡石市国際交流協会
土橋　詩歩 一般公募
蓮見　純子 釡石市スポーツ推進委員協議会
畠　茂 一般公募
花輪　孝吉 鵜住居地域会議
平泉　博史 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所釡石地区
藤澤　静子 釡石市老人クラブ連合会
丸木　久忠 社会福祉法人 釡石市社会福祉協議会
八幡　康正 一般社団法人 岩手県建設業協会釡石支部
山﨑　政仁 釡石市ＰＴＡ連合会
山蔭　康明 三陸鉄道 株式会社
横澤　京子 一般公募

前委員 泉　修一 一般社団法人 岩手県建設業協会釡石支部
高橋　勝 釡石市校長会
竹内　正守 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所釡石地区
三浦　礼子 釡石市ＰＴＡ連合会
村上　則文 岩手県立釡石商工高等学校

※五十音順
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計画策定の経過
年月 庁内 市民・かまいし未来づくり委員会 総合振興審議会・市議会
7月 第 1回総合計画策定委員会 市民アンケート調査

高校生アンケート調査
9月 第 2回総合計画策定委員会

10 月 ・市議会全員協議会（10/2）
・第 1回総合振興審議会（10/28）

11 月 第 3回総合計画策定委員会
12 月 第 1回総合計画策定委員会

　　　庁内作業部会
まちづくりセミナー（12/26）
第1回かまいし未来づくり委員会
（12/26）

1 月 第 2回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第2回かまいし未来づくり委員会
（1/10）
第3回かまいし未来づくり委員会
（1/29）

2 月 第 3回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第4回かまいし未来づくり委員会
（2/12）
第5回かまいし未来づくり委員会
（2/27）

3 月 第 4回総合計画策定委員会
第 4回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第6回かまいし未来づくり委員会
（3/13）
第7回かまいし未来づくり委員会
（3/26）

4 月 第 5回総合計画策定委員会 かまいし未来づくり委員会
（新しい釡石市総合計画策定に
向けた提言書 中間報告書提出　
4/22）

5 月 第 5回総合計画策定委員会
　　　庁内作業部会

第8回かまいし未来づくり委員会
（5/21 ～部会毎での開催）

6月 第 6回総合計画策定委員会 新しい釡石市総合計画に関する
地域会議議長会議開催（6/10）

7 月 第9回かまいし未来づくり委員会
（7/13）

市議会市政調査会（7/21）

8 月 ・第 10回かまいし未来づくり委
員会※かまいし絆会議との併催
（8/7）
・かまいし未来づくり委員会（新
しい釡石市総合計画策定に向
けた中間提言書提出　8/28）

9 月 第 7回総合計画策定委員会 市議会市政調査会（9/29）
10 月 第 8回総合計画策定委員会 市政懇談会（10/23 ～ 11/9） ・第 1回総合振興審議会（10/15）

（基本構想の諮問）
・市議会市政調査会（10/20）

11 月 第11回かまいし未来づくり委員会
（新しい釡石市総合計画策定に関
する提言書提出　11/16）

・第 2回総合振興審議会（11/5）
・第 3回総合振興審議会（11/30）
（基本構想の答申）

12 月 市議会全員協議会（12/25）
1 月 実施計画策定 意見募集（1/12 ～ 2/12）
2 月 政策会議 まちづくりセミナー（2/10）
3 月 基本構想・基本計画策定

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度
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小川原　泉 釡石市漁業協同組合連合会
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佐々木　啓二 唐丹地域会議
佐々木　淳子 平田地域会議
佐々木　猛 釡石市校長会
佐々木　幾子 釡石保育会
佐々木　秀子 釡石広域介護支援専門員連絡協議会
佐々木　八重子 甲子地域会議
佐藤　力 中妻地区地域会議
柴田　渥 みなとかまいし地区会議
清水　静枝 釡石地区更生保護女性の会
菅原　真子 釡石観光ガイド会
津田　桂子 釡石市国際交流協会
土橋　詩歩 一般公募
蓮見　純子 釡石市スポーツ推進委員協議会
畠　茂 一般公募
花輪　孝吉 鵜住居地域会議
平泉　博史 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所釡石地区
藤澤　静子 釡石市老人クラブ連合会
丸木　久忠 社会福祉法人 釡石市社会福祉協議会
八幡　康正 一般社団法人 岩手県建設業協会釡石支部
山﨑　政仁 釡石市ＰＴＡ連合会
山蔭　康明 三陸鉄道 株式会社
横澤　京子 一般公募

前委員 泉　修一 一般社団法人 岩手県建設業協会釡石支部
高橋　勝 釡石市校長会
竹内　正守 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所釡石地区
三浦　礼子 釡石市ＰＴＡ連合会
村上　則文 岩手県立釡石商工高等学校

※五十音順
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かまいし未来づくり委員会　委員名簿
相原　啓実 木村　保英 戸塚　絵梨子
青木　健一（委員長） 小岩　昭 土橋　詩歩
伊瀬　聖子 小松野　麻実 中里　麻衣
市川　淳子（副委員長） 金野　義男 花坂　康志
井筒　健太郎 佐久間　定樹 常陸　奈緒子
伊藤　聡 佐々　学 平田　裕彌
猪又　信幸 佐々木　江利 廣田　一樹
今井　のどか 佐々木　駿 深澤　鮎美
大橋　祐子 笹村　聡一 藤井　静枝
岡澤　駿 佐藤　啓太 細江　絵梨
小原　裕也 佐藤　弘樹 前川　智克
柏木　功好 宍戸　文彦 三上　雅弘
柏﨑　未来 清水　延康 宮崎　達也
金井　仁 下村　達志 向野　修得
神脇　隼人 城守　理佳子 八幡　達史
川畑　郁美 菅原　真子 山口　俊貴
菊池　直樹 瀬戸　元 山口　政義
菊地　広隆 多田　創一 由木　加奈子
北辻　巧多郎 谷藤　稔 横澤　京子
黍原　豊 千葉　隆治 吉野　和也
君ケ洞　剛一 東梅　和輝

■コーディネーター　ＮＰＯ法人アットマークリアスＮＰＯサポートセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　鹿野　順一　氏
■アドバイザー　　　岩手県立大学総合政策学部　　　教授　　　吉野　英岐　氏
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釡石市総合計画策定委員会　委員名簿
委員長 副市長 窪田　優一

（前職） 山崎　秀樹
副委員長 総務企画部長 佐々木　勝
委員 教育長 高橋　勝

（前職） 佐藤　功
市民生活部長 菊池　公男
（前職） 千葉　敬
保健福祉部長 水野　由香里
産業振興部長 平松　福壽
建設部長 菊池　拓也
文化スポーツ部長 佐々木　育男
危機管理監 佐々木　亨
復興管理監 熊谷　充善
（前職）ラグビーワールドカップ推進本部事務局総括部長 正木　隆司
教育部長 板沢　英樹
（前職） 高橋　康明

事務局長 総合政策課　課　長 藤井　充彦
事務局員 総合政策課　（前職）主　幹 佐野　正治

　　　　　　係　長 佐々木　護
　　　　　　主　査 川上　育子
　　　　　　主　任 佐藤　政弘
　　　　　　主　事 藤井　雄聖
　　　　　　主事補 髙橋　優哉



152

かまいし未来づくり委員会　委員名簿
相原　啓実 木村　保英 戸塚　絵梨子
青木　健一（委員長） 小岩　昭 土橋　詩歩
伊瀬　聖子 小松野　麻実 中里　麻衣
市川　淳子（副委員長） 金野　義男 花坂　康志
井筒　健太郎 佐久間　定樹 常陸　奈緒子
伊藤　聡 佐々　学 平田　裕彌
猪又　信幸 佐々木　江利 廣田　一樹
今井　のどか 佐々木　駿 深澤　鮎美
大橋　祐子 笹村　聡一 藤井　静枝
岡澤　駿 佐藤　啓太 細江　絵梨
小原　裕也 佐藤　弘樹 前川　智克
柏木　功好 宍戸　文彦 三上　雅弘
柏﨑　未来 清水　延康 宮崎　達也
金井　仁 下村　達志 向野　修得
神脇　隼人 城守　理佳子 八幡　達史
川畑　郁美 菅原　真子 山口　俊貴
菊池　直樹 瀬戸　元 山口　政義
菊地　広隆 多田　創一 由木　加奈子
北辻　巧多郎 谷藤　稔 横澤　京子
黍原　豊 千葉　隆治 吉野　和也
君ケ洞　剛一 東梅　和輝

■コーディネーター　ＮＰＯ法人アットマークリアスＮＰＯサポートセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　鹿野　順一　氏
■アドバイザー　　　岩手県立大学総合政策学部　　　教授　　　吉野　英岐　氏

153

釡石市総合計画策定委員会　委員名簿
委員長 副市長 窪田　優一

（前職） 山崎　秀樹
副委員長 総務企画部長 佐々木　勝
委員 教育長 高橋　勝

（前職） 佐藤　功
市民生活部長 菊池　公男
（前職） 千葉　敬
保健福祉部長 水野　由香里
産業振興部長 平松　福壽
建設部長 菊池　拓也
文化スポーツ部長 佐々木　育男
危機管理監 佐々木　亨
復興管理監 熊谷　充善
（前職）ラグビーワールドカップ推進本部事務局総括部長 正木　隆司
教育部長 板沢　英樹
（前職） 高橋　康明

事務局長 総合政策課　課　長 藤井　充彦
事務局員 総合政策課　（前職）主　幹 佐野　正治

　　　　　　係　長 佐々木　護
　　　　　　主　査 川上　育子
　　　　　　主　任 佐藤　政弘
　　　　　　主　事 藤井　雄聖
　　　　　　主事補 髙橋　優哉



154

用語の説明
ページ 用　語　名 説　　　　　明
2 橋野鉄鉱山

2 ガントリークレーン

2 東北横断自動車道釡石秋
田線（釡石自動車道）

2 三陸沿岸道路

3 重点業績成果指標（KPI)
6 ユネスコ世界遺産

6 「明治日本の産業革命遺
産　製鉄・製鋼、造船、
石炭産業」

6 洋式高炉

6 リアス海岸

6 三陸復興国立公園

6 ジオパーク

7 出銑

8 合計特殊出生率

8 国立社会保障・人口問題
研究所

9 釡石市人口ビジョン

155

ページ 用　語　名 説　　　　　明
10 情報通信技術（ＩＣＴ）

10 再生可能エネルギー

10 バイオマス

11 テレワーク

11 ワーケーション

11 新しい生活様式

13 防災士

13 防災集団移転促進事業

13 砂防えん堤

13 湾口防波堤

13 海岸保全施設

14 地域包括ケアシステム

14 釡石版地域包括ケアシス
テム
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ページ 用　語　名 説　　　　　明
14 年齢調整死亡率

16 釡石リージョナルコー
ディネーター（釡援隊）

16 交流人口
16 高規格幹線道路

16 サプライチェーン

17 海洋産業

17 漁業規制

18 いのちの教育

18 グローバル化

18 キャリア教育

19 屋形遺跡

20 地域おこし協力隊

26 耕作放棄地

26 Ｕ・Ｉターン

157

ページ 用　語　名 説　　　　　明
26 生産年齢人口

26 特定健診

27 水防法

35 テクノロジー

36 釡石オープン・フィール
ド・ミュージアム

36 滞在交流型観光

44 地域アイデンティティ

46 地縁組織

46 サロン活動

46 ＣＳＲ活動

48 起業型地域おこし協力隊

48 行政型地域おこし協力隊

48 地域おこし研究員

48 地域おこし企業人

48 世界の持続可能な観光地
100 選

48 Wi-Fi
48 インバウンド
49 インターンシップ
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ページ 用　語　名 説　　　　　明
49 プロボノ

49 オープンイノベーション

49 官民共創

49 企業版ふるさと納税

49 ＩｏＴ（モノのインター
ネット）

49 ＡＩ（人工知能）

49 Society5.0

50 多文化共生

50 ＬＧＢＴ（性的マイノリ
ティ）

50 ダイバーシティ（多様性）

50 インクルージョン（包摂）

52 フロントプロジェクト

52 業務の棚卸

53 ＰＤＣＡサイクル

159

ページ 用　語　名 説　　　　　明
53 ピロティ

54 プラットフォーム・ビル
ダー

56 経常収支比率

56 実質公債費比率

58 副食費
59 ソーシャルワーク

60 子ども家庭総合支援拠点

61 少年センター

61 ＤＶ

61 配偶者暴力相談支援セン
ター

64 青年期
64 壮年期
64 インセンティブ
64 健康経営
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ページ 用　語　名 説　　　　　明
66 在宅医療連携拠点チーム

かまいし

66 生活支援コーディネー
ター

66 成年後見制度

67 8050 問題

67 市民後見人

67 ノーマライゼーション

68 ユニバーサルデザイン

68 生活困窮者自立支援制度

68 セーフティネット

70 ３Ｒ

73 マイレール意識

74 空き家バンク制度

74 成年年齢

75 白ナンバーを利用した自
家用有償旅客運送

161

ページ 用　語　名 説　　　　　明
77 ライフサイクルコスト

77 流下能力
78 アセットマネジメント
78 ダウンサイジング

80 有収率

82 低未利用地

82 災害危険区域

83 日本海溝・千島海溝沿い
巨大地震・津波

83 事前防災

83 水産業共同利用施設復興
整備事業

84 ビジネスマインド
84 第二創業

84 ローカルベンチャー

85 雇用のミスマッチ

89 RORO船

89 内貿ユニットロード航路

90 ６次産業化

90 遊休農地
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ページ 用　語　名 説　　　　　明
91 磯焼け

92 定年帰農

94 重点支援ＤＭＯ

94 みちのく潮風トレイル

94 スポーツツーリズム

102 探究的な学習

106 インクルーシブ教育

109 ＩＣＴ教育

122 避難行動要支援者

122 釡石市婦人消防連絡協議
会

122 幼年・少年消防クラブ

126 陸閘
126 朔望平均満潮位

128 セクシャルマイノリティ

131 いきいき 100 歳体操

163

(1)(2)(3)(4)(5)

はまゆりはまゆり

ユリ科の多年生草木で、
正式名は「スカシユリ」
といい、海岸やがけ地に
自生しています。

クスノキ科の常緑高木
で、温暖な地方の海浜に
多く、三陸沿岸がその北
限地帯です。

たぶのきたぶのき おおみずなぎどりおおみずなぎどり

ミズナギドリ科に属する
渡り鳥で、三貫島が集団
繁殖地になっています。

市の花 市の木 市の鳥
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